
    
      
        
      
    

  

本作品は、縦書き表示での閲覧を推奨いたします。横書き表示にした際には、表示が一部くずれる恐れがあります。




ご利用になるブラウザまたはビューワにより、表示が異なることがあります。
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１　ニューフェイス？







「きゃあああああ！」

　あまりのこわさに、身みをよじって手てで顔かおをおおった。

「ティナちゃん、ダメ！　もう止とめて！」

「ダメよ、ハナビ。最さい後ごまでいっしょにみる約やく束そくでしょ！」

　テレビの前まえからにげようとするあたしのうでを、ティナちゃんがガシッとつかんだ。

「でっ、でも、あたしは最さい初しょからみたかったわけじゃないもん！　ティナちゃんがむりやり流ながしはじめたんじゃん！」

　あたしはなおも抵てい抗こうして、ティナちゃんの手てからにげようとしたけれど、

「ハナビ、お願ねがい。ひとりにしないで。」

　ティナちゃんはあたしにだきついてはなれない。

「あともう少すこしで終おわるから。それに、これは勉べん強きょうなんだから、ハナビもしっかりみてちょうだい！」

「でっ、でも、あたしは関かん係けいな──。」

　言いいかけて、指ゆびのすきまから、そっと画が面めんを見みると、鏡かがみの中なかから出でてきた黒くろ髪かみの女おんなの人ひとが、ブリッジをした体たい勢せいのまま、ものすごい速はやさで主しゅ人じん公こうを追おいかけてくる。

「ぎゃあああ！」

　だきかかえていたクッションを顔かおにおしつけて、耳みみをふさいだ。それでも、おぞましいさけび声ごえや音おん楽がくや、ティナちゃんの悲ひ鳴めいが、ふさいでいる手てをとおりぬけてひびいてくる。

　──あたし、黒くろ沢さわ花はな美びは今いま、親しん友ゆうの山やま田だ星空ティナちゃんと二人ふたりで、夜よるおそくに『黒くろい鏡かがみ』というホラー映えい画がをみている。

　お化ばけ屋や敷しきやホラー映えい画がが大だいの苦にが手てのあたしが、なんでわざわざこんな夜よ中なかに、ホラー映えい画がなんてみることになったかというと……。

　ティナちゃんはあたしが中ちゅう学がく生せいになって、はじめてできた友ともだち。今いま、あたしが住すんでいる叔お母ばの愛あい子こさんちで、中ちゅう一の夏なつはいっしょに暮くらしていた。

　もうすぐ中ちゅう三になる今いまでも、いっしょに夕ゆう飯はんを食たべたり、お泊とまりをしたり、愛あい子こさんが自じ宅たくを改かい装そうして開ひらいている、『三さん丁ちょう目めカフェ』を手て伝つだったりしている。

　その『三さん丁ちょう目めカフェ』のお客きゃくさんに、大だい学がく生せいの松まつ永なが律りつさんという人ひとがいる。去きょ年ねん、ティナちゃんは、リツさんに、『サークルで作つくる映えい画がに出しゅつ演えんしてほしい。』とスカウトされた。

　映えい画がは大だい好こう評ひょうで、ティナちゃんは次じ回かい作さく『ゴーストタクシー』にも、タクシーにとりついている女おんなの子この幽ゆう霊れい役やくで出しゅつ演えんする予よ定ていだ。

「幽ゆう霊れいの役やくって、どうすればいいの？」と途と方ほうにくれていたティナちゃんに、あたしはホラー映えい画がをみたらどうか、とうっかり言いってしまった。

　そして日にち曜よう日びのきょう、ティナちゃんは「参さん考こうのためにいっしょにみよう。」と言いい、わざわざホラー映えい画がのＤディーＶブイＤディーを持もって、お泊とまりにやってきた。

　ちなみに、このホラー映えい画がの中なかで、幽ゆう霊れいに追おいかけられる主しゅ人じん公こうの役やくを演えんじているのが、有ゆう名めい女じょ優ゆうの湯ゆ島しま香か織おりさん。ティナちゃんのお母かあさんだ。

　最さい初しょにすすめてしまったのはあたしだから、こうして、ホラー映えい画が鑑かん賞しょうにつきあうはめになった、というわけだ。

「ハナビ、終おわったわよ。」

　しばらくして、ティナちゃんのつかれはてた声こえが聞きこえた。

「ど、どうだった？　参さん考こうになった？」

「こわくて、参さん考こうにするどころじゃないわよ。だから、もう一回かいみないと。」

　ティナちゃんが、期き待たいした目めであたしを見みる。

「いやっ、ぜったいにみないっ！　ティナちゃん、おひとりでどうぞ！」

「まあまあ。それより、さっきからぎゅっとにぎりしめているのは、もしかしてヤマト君くんからもらったプレゼントかしら？」

　さっと話わ題だいを変かえて、ティナちゃんがニヤニヤしながら顔かおを近ちかづける。

「えっ？　あ……うん。」

　いつのまにかにぎりしめていた手てに気きづき、開ひらいてみると、星ほしのチャームのあとが手てのひらにくっきりときざまれている。

　綾あや瀬せ大和やまと君くんは、あたしの初はつ恋こいの人ひと。三歳さい年とし上うえの高こう校こう二年ねん生せいで、今いまはお父とうさんの仕し事ごとの関かん係けいで、アメリカのロサンジェルスで暮くらしている。

　二か月げつ前まえのクリスマスシーズンに、ヤマト君くんがひさしぶりに日に本ほんに帰き国こくした。このネックレスはそのときに、ヤマト君くんからもらったプレゼントだ。

「あ～、顔かおが赤あかくなってる。どうせ、おでこにチューしてもらったことを思おもい出だしてるんでしょ？」

「ち、ちがっ。」

　あわてて手てで顔かおをかくす。思おもい出だすだけで、顔かおから火ひが出でそうになる。

「そうやって、ずっと身みにつけられるものがあると、遠とおくはなれていても、がんばれるわよね。わたしもね、リツさんのことは、もうあきらめたけれど、いい映えい画がをいっしょに作つくりたいって思おもいは変かわらないよ。だから、がんばろうって思おもえる。」

　ティナちゃんは深ふかくうなずきながら話はなす。そう、リツさんはティナちゃんの初はつ恋こいの人ひとだ。リツさんには彼かの女じょがいることがわかって失しつ恋れんしたけれど、映えい画がやお芝しば居いの楽たのしさを教おしえてくれたリツさんのことを、ティナちゃんは今いまも尊そん敬けいしている。

「うん。ほんと、そうだね。がんばろうって思おもえるよね。」

　あたしはもういちど、手てのひらのネックレスを見みつめた。

「さっ、ということで。」

　ティナちゃんはあたしの肩かたに手てをまわし、

「もう一回かい、みようか。」

　ニコッとほほえんだ。

「えっ!?　いや、それとこれは関かん係けいない。っていうか、あたしは映えい画がとはまったく関かん係けいない！」

「二回かい目めだから、もうこわがらずに冷れい静せいにみられるはずよ。」

「それはないっ！　ぜったい、ない！　ありえないぃぃ！」

　あたしのうったえもむなしく、ティナちゃんはさっさとリモコンの再さい生せいボタンをおした。




　翌よく朝あさ、さわやかな顔かおをして、トーストにジャムをぬっているティナちゃんの前まえで、あたしはうらめしそうにコーヒー牛ぎゅう乳にゅうをちびちび飲のんだ。

「ハナビさま。ジャム、ぬれました。どうぞ、お召めし上あがりください。」

　ティナちゃんがトーストを差さし出だす。

「どうも。ついでに、もう一枚まいにはピーナッツバターをぬってもらえるかしら？」

　あたしはジャムのついたトーストにかじりつきながら、ティナちゃんに言いった。

　きのうの晩ばん、立たてつづけにホラー映えい画が鑑かん賞しょうにつきあわされたあたしは、そのあと、ねむれなかったうえに、鏡かがみや反はん射しゃするものがこわくて、洗せん面めん所じょの鏡かがみをまともに見みられなくなった。

　げっそりやつれた顔かおで、寝ねぐせを直なおせないでいるあたしを見みて、さすがにティナちゃんも罪ざい悪あく感かんを感かんじたのか、おわびにと言いって、髪かみの毛けをセットしてくれたり、いろいろしてくれる。

　こういう機き会かいはめったにないので、あたしはなにかとわがままを言いって、少すこし楽たのしんでいる。

「ハナビは昔むかしから、おばけ屋や敷しきが苦にが手てだったものね。」

　キッチンから出でてきた愛あい子こさんが、あたしとティナちゃんの、このおかしな状じょう況きょうを見みて、ふふっと笑わらって席せきについた。

「ちょっと、二人ふたりに相そう談だんがあるんだけど、いいかしら？」

　愛あい子こさんがコーヒーカップをテーブルに置おいて、手てをくんだ。ティナちゃんと顔かおを見み合あわせ、あたしたちも姿し勢せいをただしてすわりなおす。

「わたしの学がく生せい時じ代だいの友ともだちで、学がっ校こうの先せん生せいをしている人ひとがいるの。ちょうどハナビたちと同おない年どしの娘むすめさんがいるから、『夜よるカフェ』のことやみんなのことを話はなしたら、とても興きょう味みを持もってね、『ぜひ、うちの娘むすめも行いかせたい。』って。」

「わあ！　ぜひぜひ、来きてほしい！」

　あたしはすぐに答こたえる。『夜よるカフェ』っていうのは、子こどもみんなでいっしょにごはんを食たべる場ば所しょを作つくりたい、っていう願ねがいから、毎まい週しゅう水すい曜よう日びに『三さん丁ちょう目めカフェ』をかりて、ティナちゃんたちといっしょに開ひらいている会かいのことだ。

　近きん所じょに住すむ、ひとりでごはんを食たべることが多おおい小しょう学がく生せいや中ちゅう学がく生せいが集あつまってくる。今いまは、小しょう学がく生せいだけが参さん加かする『小しょう学がく生せいナイト』と、中ちゅう学がく生せいだけで集あつまる『中ちゅう学がく生せいナイト』を交こう互ごに開ひらいている。

「もちろん、ぜひ来きてほしいけど……なにかあるの？」

　ティナちゃんは、まだなにか言いいたそうな愛あい子こさんの表ひょう情じょうをうかがう。

「じつはね、ここ数すう年ねん、親おや子こ関かん係けいがうまくいっていないんですって。去きょ年ねんの春はるに福ふく岡おかから東とう京きょうへ越こしてきたんだけど、学がっ校こうでもうまくなじめなくて、最さい近きんじゃ、まっすぐ家いえに帰かえらずに、ゲームセンターへ行いったりしているみたいなの。

　お母かあさんは心しん配ぱいして、本ほん人にんに強つよく言いっているんだけど、すぐにケンカになって、家いえを飛とび出だしちゃうみたいで。」

「親おやも手てを焼やいてるのね。」

　ティナちゃんはうなずきながら、うでをくむ。

「そうね、今いま『夜よるカフェ』に来きている子こたちとは、ふんいきがちがうかもしれない。それでも来きてもらっていいかしら？」

　愛あい子こさんは、あたしとティナちゃんの顔かおを見みる。

「うん、だいじょうぶ。ぜひ、来きてほしい！」

　あたしはすぐに答こたえた。

「愛あい子こさん、そんなこと、聞きくまでもないわよ。」

　ティナちゃんが得とく意いげな顔かおで言いう。

「娘むすめさんは中なか園ぞの美み羽うちゃんって名な前まえよ。」

　愛あい子こさんが答こたえる。

「うん。ミウちゃんに『ぜひ来きてください。』って伝つたえてもらえるかな？」

　あたしは愛あい子こさんの目めを見みて答こたえた。

「ええ。じゃあ、さっそく今こん週しゅうの『夜よるカフェ　中ちゅう学がく生せいナイト』に来こられるか、聞きいてみるわね。」

　愛あい子こさんはニコッと笑わらった。




　朝ちょう食しょくを食たべ終おえ、ティナちゃんと家いえを出でようとしたとき、カフェのドアが開あいた。

「ちわーっす。鈴すず木きファームから野や菜さいの配はい達たつっす～。」

　制せい服ふく姿すがたの鈴すず木き陵りょう馬ま君くんが、野や菜さいの入はいった大おおきな箱はこを見みせる。

「いつもありがとうございます。あれ？　リョウマ君くん、今こん週しゅうは入にゅう学がく試し験けんだよね!?」

　箱はこを受うけとりながら首くびをかしげる。

「おう、金きん曜よう日びな。」

　リョウマ君くんはあたしと同おなじ中ちゅう学がくに通かよう、ひとつ上うえの先せん輩ぱい。家いえの畑はたけでとれた野や菜さいを、『夜よるカフェ』に無む料りょうで提てい供きょうしてくれている。

「そんなときに、配はい達たつなんかしていて、だいじょうぶなの？」

　ティナちゃんが心しん配ぱいする。

「今いまさらあがいたって、しょうがねえよ。日ひ々び、努ど力りょくをしてきたおれに、直ちょく前ぜんのつめこみは必ひつ要ようねえってこと。」

　リョウマ君くんはドヤ顔がおで、ティナちゃんを見みかえした。

「よゆう～。」

　ティナちゃんがリョウマ君くんの肩かたをこづいた。愛あい子こさんに野や菜さいをわたし、あたしたちは三人にんで学がっ校こうへ向むかった。
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「今こん週しゅうの『夜よるカフェ』は、試し験けん直ちょく前ぜんだから、リョウマ君くんは来こられないよね？　あのね、もしかしたら愛あい子こさんのお友ともだちの娘むすめさんが、来きてくれるかもしれないの。」

　電でん車しゃをおりて学がっ校こうまで歩あるきながら、あたしはリョウマ君くんに聞きいた。

「え!?　新しんメンバー!?　マジかあ。じゃあ、顔かおだけでも出だすよ。」

「ぜひぜひ！　あっ、でも、ムリはしないでね。」

「だいじょうぶだって。」

　リョウマ君くんは笑え顔がおで言いった。

「リョウマー！」

　中ちゅう三の先せん輩ぱいグループが、校こう門もん近ちかくの信しん号ごうをわたりながら、リョウマ君くんに声こえをかけた。

「うーっす！　じゃ、またな。」

　リョウマ君くんは手てを上あげて言いい、友ともだちの輪わの中なかに入はいっていった。

　先せん輩ぱいたちはニヤニヤしながら、ティナちゃんを指ゆびさして、リョウマ君くんになにか言いっている。リョウマ君くんは笑わらって首くびをふっているのが見みえた。

　ティナちゃんといっしょにいると、よくこういう注ちゅう目もくを感かんじる。本ほん人にんは気きにもとめないけれど、じつはとってもモテモテだ。

「リョウマ君くんって、いつ勉べん強きょうしてたのかしら。バンドやって、バスケ部ぶやって、野や菜さい配はい達たつして、『夜よるカフェ』手て伝つだって、学がく年ねんで三位いの成せい績せきなんて信しんじられない。あ～あ。それにしても、わたしたちも来らい年ねんは受じゅ験けんよ。いやだな。」

　ティナちゃんは先せん輩ぱいたちの視し線せんには目めもくれず、うでをくんで考かんがえこんでいる。

「四月がつから中ちゅう三かあ、早はやいよね。ついこのあいだ、中ちゅう学がくに入にゅう学がくした気きがするのに。」

　あたしは校こう舎しゃを見みまわした。

「おたがい、〝ぼっち〟だったころね。ま、クラスではいまだに〝ぼっち〟だけど。」

　ティナちゃんが不ふ敵てきに笑わらう。

「でも、ティナちゃんと友ともだちになりたいって子こは、たくさんいそうだけど──。」

　そのとき、バンッと重おもたい音おとが会かい話わをさえぎった。見みると、体たい育いく館かんの入いり口ぐちのドアを閉しめて小こ林ばやし也や哉や子こが出でてきた。ヤヤコは小しょう学がく生せいのときからのクラスメイトで、ながいことあたしを目めの敵かたきにして、いじめていた。

　けれどぐうぜん、ヤヤコが弟おとうとの翔しょう太た君くんといっしょに『夜よるカフェ』に来くるようになった。大おおゲンカをしたこともあったけれど、今いまは、ある一いっ定ていの距きょ離りをたもちつつ、なんとかうまくやっている。

　ヤヤコは、あたしやティナちゃんとちがって、クラスの人にん気き者ものグループのリーダーだ。

　声こえをかけようか、まよったけれど、ヤヤコはそばにいるあたしたちには気きづかずに、ひとりで校こう舎しゃにつながるわたりろうかを歩あるいていってしまった。

「あれ？　今いまのヤヤコだった？」

　ティナちゃんがふりかえる。

「そうみたいだね。ヤヤコ、バスケ部ぶの部ぶ長ちょうだから、いそがしいみたい。きっと今こん週しゅうの『夜よるカフェ』も来こられないよね。」

「べつに、来こなくていいわよ。わたしはどうでもいいけど、ヤヤコが来くると、みんな緊きん張ちょうするじゃない。」

「まあね。」

　前まえほどこわくはなくなったけれど、仲なかがいいかと言いわれると、そうでもない。けれどあたしは、さっき見みかけたヤヤコの、ちょっと暗くらい表ひょう情じょうが頭あたまからはなれなかった。





２　気きまずいムード







　月げつ曜よう日びの夜よる、愛あい子こさんが友ともだちの中なか園ぞのさんと電でん話わで話はなし、娘むすめのミウちゃんは、今こん週しゅうの『夜よるカフェ　中ちゅう学がく生せいナイト』に来くることがきまった。

　愛あい子こさんは、ミウちゃんが赤あかちゃんのときから知しっているけれど、小しょう学がく生せいのときに、家か族ぞくで福ふく岡おかへ引ひっ越こしてからは、ほとんど会あえていないという。

　ひさしぶりにミウちゃんに会あえるので、愛あい子こさんはうれしそうだ。

『夜よるカフェ　中ちゅう学がく生せいナイト』メンバーには、グループＬＩＮＥラインでミウちゃんが来くることを伝つたえ、そのときにメニューも考かんがえた。

　おでん、お好このみ焼やき、ミックスピザやたこ焼やきなど、いろいろアイディアが出でたなかで、和わ食しょくと洋よう食しょくがミックスされたトマトチーズなべを作つくることにした。

　水すい曜よう日び当とう日じつ、常じょう連れんメンバーの中なかでは、中ちゅう学がく三年ねんの藤ふじ本もと彩あや芽めちゃんが、金きん曜よう日びにある高こう校こう入にゅう試しの直ちょく前ぜんになるので、休やすみ。

　同おなじく入にゅう試し直ちょく前ぜんのリョウマ君くんは、塾じゅくを早そう退たいして、おくれて来くることになっている。

　もうひとり、中ちゅう学がく三年ねん生せいの瀬せ田た康こう平へい君くんは私し立りつの中ちゅう高こう一いっ貫かん校こうに通かよっているので、入にゅう試しはないけれど、三年ねん生せいを送おくる会かいでバンドの発はっ表ぴょうがあるので、練れん習しゅうのためにきょうは参さん加かできない。

　というわけで、早はやめにやってきた中ちゅう学がく二年ねんの橋はし本もと華か蓮れんちゃん、中ちゅう学がく一年ねんの立たて石いし七なな海みちゃんと、ティナちゃんとあたしの四人にんで、なべの下した準じゅん備びにとりかかった。

「きょう、はじめて参さん加かする子こって〝ミウ〟ちゃんって名な前まえなんだよね？　いいなあ。わたしも二ふた文も字じの名な前まえがよかったなあ。」

　白はく菜さいをザクザク切きりながら、カレンちゃんが口くちをとがらせる。

「〝カレン〟って名な前まえだって、十じゅう分ぶんかわいいよ。」

　向むかいのカウンター席せきで、飲のみ物ものの準じゅん備びをしながら、あたしは言いった。

「ええ～、ありがちじゃない？」

「どこが!?　外がい国こく人じんみたいで、すごくかわいいよ。」

　あたしはすぐに反はん論ろんする。そこにティナちゃんが、口くちをはさんだ。

「ちょっと、カレン。口くちだけじゃなくて、手てを動うごかして。きょうはだいじなゲストが来くるんだから。」

「は～い。あ～あ、わたしもティナちゃんみたいな顔かおに生うまれたかったなあ。」

「いくら顔かおがよくったって、得とくしたことなんて、いちどもないわよ。」

　ティナちゃんはそう言いいきって、肉にく団だん子ご用ようのひき肉にくを冷れい蔵ぞう庫こから出だした。

「ええっ!?　ティナちゃん、それはまちがってる！」

　すぐにカレンちゃんが反はん論ろんする。そのとき、とつぜんカフェのドアが開あいた。

「えっ？　もう、来きちゃった？」

　ティナちゃんがキッチンから身みを乗のり出だす。みんなの注ちゅう目もくが入いり口ぐちに集あつまるなか、入はいってきたのはヤヤコだった。

「小こ林ばやしさん！」

　あたしはおどろいて、思おもわず大おおきな声こえを出だす。

「なに？　わたしじゃ悪わるかった？　きょうは『中ちゅう学がく生せいナイト』でしょ。」

　ヤヤコは無ぶ愛あい想そうに返かえし、ゆっくりと中なかへ入はいってくる。

「とんでもないっ！　『夜よるカフェ』に来きてくれるなんて、ひさしぶりだよね。」

「そうでもないわよ。」

「でも、水すい曜よう日びは部ぶ活かつじゃなかったっけ？　きょうはお休やすみなの？」

「べつに、部ぶ活かつは関かん係けいないっ。」

　ヤヤコはあたしのことを、キッとにらむように言いった。

「……で、なにをやればいいの？」

　さっとあたしから視し線せんをそらして、キッチンで手てを洗あらいはじめる。

「あっ、えっと、きょうはトマトチーズなべなの。なにをやってもらおうかな──。」

　言いいながら、あたしはキッチンを見みわたす。ヤヤコが、すぐとなりで白はく菜さいを切きっていたカレンちゃんに目めをやると、カレンちゃんはビクッとして、

「じゃ、じゃあ、白はく菜さいを切きってもらってもいいですか？」

　おびえた声こえでヤヤコに言いった。

「切きり方かたは？」

「えっと～、このくらいの大おおきさ？　です……。」

　カレンちゃんが、切きってある白はく菜さいの芯しんを見みせる。

「うちら、タメなんでしょ？　敬けい語ごはいらないから。」

　ちらっとカレンちゃんを見みて言いう。その横よこ目めがするどい。

「はい、そうです。あっ、しまった。うん、そのようだね……。」

　前まえから、『ヤヤコちゃんの目め力ぢからがこわい。』と言いっていたカレンちゃんは、さっそくおされ気ぎ味み。日に本ほん語ごまで、おかしなことになっている。

「はいはい。じゃあ、白はく菜さいはヤヤコにまかせて、カレンは肉にく団だん子ご、手て伝つだって！」

　かたまっているカレンちゃんの肩かたを引ひいて、ティナちゃんがあいだに入はいった。

　カレンちゃんもナナミちゃんも、ヤヤコとは『小しょう学がく生せいナイト』やほかのイベントのときに、何なん回かいか会あったことがあるけれど、『中ちゅう学がく生せいナイト』で会あうのは、今こん回かいがはじめてだ。

「ナナミちゃん、テーブルセッティングしちゃおう。」

　キッチンのすみで、気け配はいを消けすようにしずかに作さ業ぎょうしているナナミちゃんに、声こえをかけた。

「あっ、うん。」

　ナナミちゃんはほっとした顔かおで、キッチンから出でてくる。ティナちゃんが言いっていたとおり、ヤヤコのとつぜんの登とう場じょうで、ナナミちゃんやカレンちゃんが緊きん張ちょうしている。

「そうだ、小こ林ばやしさん。きょうね、新あたらしく女おんなの子こが来きてくれることになってるの。」

　あたしは明あかるい口く調ちょうで、ヤヤコに話はなしかける。

「へえ。」

「〝中なか園ぞの美み羽う〟ちゃんっていって、あたしたちと同おない年どし。愛あい子こさんの友ともだちの娘むすめさんで、中ちゅう一の終おわりまでは、福ふく岡おかに住すんでたんだって。」

「へえ。」

　ヤヤコのそっけない返へん事じで、会かい話わは終おわってしまった。カレンちゃんと肉にく団だん子ごを丸まるめているティナちゃんが、なにか文もん句くを言いいたそうな顔かおで、ヤヤコとあたしの顔かおを、かわるがわる見みる。

　う～ん、きょうはミウちゃんがはじめて来くる日ひだから、いつもみたいなふんいきで、いきたかったんだけどな。ムードメーカーのリョウマ君くんもいないし……。

　いけない、いけない。ヤヤコだって、きょうはひさしぶりに来きてくれたんだから、楽たのしんで帰かえってもらわなきゃ！

「ミウちゃんがつくころには、ちょうどおなべがグツグツしていてほしいよね。そうだ、すわる席せきはどうしようか？」

　あたしは声こえをはりあげて、みんなに聞きいた。

　そのあと、ミウちゃんが来きてからのことを想そう定ていして、席せき順じゅんを考かんがえたり、もし会かい話わがとぎれて、しーんとしちゃったらどうしようとか、いろいろ起おこりうることを話はなし合あって、対たい策さくを考かんがえた。

　少すこしでも場ばをなごませるために、明あかるめの曲きょくをカフェで流ながすことにして、会かい話わがとぎれてしまったときのために、トランプや人じん生せいゲームも用よう意いした。

　ヤヤコはあたしたちの会かい話わを、ずっとめんどくさそうに聞きいていたけれど、『ふつう、お客きゃくさんが来きたら、いちばん入いり口ぐちから遠とおい、上かみ座ざにすわってもらう。』と教おしえてくれた。

　五時じ半はんになって、愛あい子こさんがミウちゃんを駅えきまでむかえにでかけ、すべての準じゅん備びがととのう。

　たよってしまうのは悪わるいけれど、やっぱりリョウマ君くんが来きてくれたら、より楽たのしいふんいきになるはず。

　なるべく早はやく来きてもらえるように、ＬＩＮＥラインにトマトチーズなべの写しゃ真しんだけ送おくった。きっと、お腹なかをすかせて、すっとんできてくれるはずだ。




　約やく束そくの時じ間かんが近ちかづいて、おなべのいいにおいがただようなか、みんなが緊きん張ちょうしたおももちで、ドアの向むこうに注ちゅう目もくしていた。

「あっ、愛あい子こさんの声こえだ。」

　入いり口ぐちにいちばん近ちかいところにいたカレンちゃんが、小こ声ごえで知しらせる。

　外そとから愛あい子こさんの話はなし声ごえと、かすかに女おんなの子この声こえが聞きこえてくる。その声こえは少すこし明あかるいトーンだ。よかった。

「さっ、どうぞ、入はいって。」

　愛あい子こさんの声こえが聞きこえ、ドアがガチャッと開あいた。あたしは息いきをのむ。

　黒くろいジャンパーのフードをすっぽりかぶった女おんなの子こが、愛あい子こさんに背せ中なかをおされ、ゆっくりカフェの中なかに入はいってきた。

　目めにかかるくらい長ながい前まえ髪がみの下したから、黒くろいアイラインをバッチリ引ひいた切きれ長ながの目めが、あたしたちのことを見みまわす。この子こが、ミウちゃん……。

「ただいま。ん～、外そとまでおいしそうなにおいがしてたわよ。さ、ミウちゃん、もっと中なかへ入はいって。」

　愛あい子こさんが明あかるく、入いり口ぐちのところで立たちどまっていたミウちゃんを中なかへ案あん内ないする。

「みんな、紹しょう介かいするわね。中なか園ぞの美み羽うちゃんです。」

　愛あい子こさんが紹しょう介かいすると、ミウちゃんはポケットに両りょう手てを入いれたまま、

「どうも。」

　ぺこっと頭あたまを下さげた。あまりのそっけないあいさつに、少すこし気きおくれしたけれど、すぐに気きをとりなおして、あたしは自じ分ぶんからあいさつをした。

「こんにちはっ。はじめまして、黒くろ沢さわ花はな美びです。」

　けれど、ミウちゃんはなにも言いわずに、ボーッとした顔かおでただ聞きいている。

「さっき話はなしたでしょ。わたしの姪めいっ子このハナビ。」

　ミウちゃんの顔かお色いろをうかがいながら、愛あい子こさんがつけくわえる。

「ああ。」

　ひとことだけつぶやいて、あたしの顔かおを見みた。その無む言ごんの〝間ま〟にたえられず、あたしはちらっとティナちゃんを見みると、ティナちゃんもすぐにあいさつをした。

「山やま田だ星空ティナです。」

　ティナちゃんが自じ己こ紹しょう介かいしても、ミウちゃんは興きょう味みなさそうに、そっぽを向むいている。

「ハナビの友ともだちです。」

　それだけ言いって、ティナちゃんはすぐにとなりにいたカレンちゃんをひじでつついた。

「あ、えっと、橋はし本もと華か蓮れんです。」

　つつかれたカレンちゃんも名な前まえだけ言いって、バトンをほうり投なげるように、すぐにナナミちゃんに視し線せんを送おくる。

「た、立たて石いし七なな海みです……。」

　最さい後ごまで聞ききとれないくらい小ちいさな声こえで、ナナミちゃんが言いい、

「小こ林ばやし也や哉や子こ。」

　ヤヤコのひとことで、あっというまに自じ己こ紹しょう介かいは終おわってしまった。ミウちゃんはやっぱり最さい後ごまでにこりともせず、だまったままだ。

　どうしよう。もっと明あかるく、お出でむかえするはずだったのに！

　あたしのこまった顔かおを見みて、愛あい子こさんはうながすように、うなずいてみせた。

「ほ、ほんとは、あと三人にん、中ちゅう三の子こがいるんだけど、二人ふたりは都つ合ごうが悪わるくてお休やすみなの。のこりのひとりは男おとこの子こで、その子こはおくれて来くる予よ定ていだよ。」

　あたしはむりやり声こえを明あかるくして、ミウちゃんに話はなしかけた。

「へえ。男だん子しもいるんだ。」

　ミウちゃんがぽつりと言いう。よ、よかった！　しゃべってくれた。

　思おもわず、顔かおがほころぶ。そんなあたしを見みて、愛あい子こさんはほほえみ、

「じゃ、そろそろわたしは行いくわね。向むかいの部へ屋やで仕し事ごとをしているから、なにかあったら、いつでもよんでちょうだい。」

　愛あい子こさんは、庭にわの反はん対たい側がわに見みえる仕し事ごと部べ屋やを指ゆびさし、ミウちゃんの肩かたにそっと手てをふれると、カフェから出でていった。

「おなべの準じゅん備びもできてるから、さっそく食たべよっか。」

　シーンとしないように、ティナちゃんはすぐに声こえをかける。

「そうだね、わたし、お腹なかぺこぺこ。」

　カレンちゃんも明あかるい声こえで答こたえた。

「ミウちゃんも席せきにどうぞ。」

　あたしはふりかえって、ミウちゃんに声こえをかけた。ところが、

「ここでいい。」

　テーブル席せきと少すこしはなれたソファ席せきに、どすっと音おとを立たててすわり、フードをぬいだ。さっきまでは、かくれて見みえていなかったけれど、肩かたにかかるミウちゃんの髪かみの毛けが、とちゅうから毛け先さきにかけて、あわいピンクに染そまっている。

「あ、でも。きょうはおなべだから、そこだとちょっと、取とりづらいかも。」

「いらない。」

　ポケットからスマホを取とり出だし、いじりはじめる。
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「えっ？」

「べつに、お腹なか、すいてないし。」

　こちらを見みもせず、ミウちゃんはスマホをいじりながら答こたえる。どうしよう。こういう場ば合あい、どうしたらいいの？

　あたしは助たすけを求もとめるように、ティナちゃんを見みる。

「少すこしでもいいから、食たべない？」

　すぐにティナちゃんはソファに近ちかより、話はなしかける。その後うしろから、カレンちゃんが顔かおをのぞかせて言いう。

「おなべっていっても、ふつうのおなべじゃなくて、トマトチーズなべなの。すごい、おいしいよ～。なんて。」

「チッ。」

　し、舌した打うち!?

「じゃあ、ここまで持もってくればいいじゃん。」

　ミウちゃんはスマホから目めをはなし、めんどくさそうに言いうと、またすぐにスマホをいじりはじめた。

　あっけにとられた顔かおのティナちゃんと、真まっ青さおな顔かおをしたカレンちゃんが、ふりかえってあたしを見みる。

　またも、しーんとした気きまずいムードがただようなか、今いままでだまって見みていたヤヤコが口くちを開ひらいた。

「いいじゃない。本ほん人にんが向むこうでいいって言いってるんだから。強きょう制せいすることないでしょ。」

　おたまを手てに取とって、なべの野や菜さいをうつわによそいはじめた。

「そこのおぼん、持もってきて。」

　ヤヤコはよそいながら、カウンターの前まえに立たっているナナミちゃんに指し示じを出だす。急きゅうに声こえをかけられて、びっくりしたナナミちゃんは、おぼんを両りょう手てで持もって、おどおどしながらヤヤコのところまで来きた。

「じゃ、これ、持もってって。」

　肉にく団だん子ごと野や菜さいをたっぷりよそったうつわと箸はしを、ナナミちゃんが持もっているおぼんの上うえにのせる。おたおたするナナミちゃんに、ヤヤコはアゴで指し示じを出だした。

「ほら、冷さめるから、早はやくっ。」

「は、はいっ。」

　ヤヤコにせかされ、小こ刻きざみにカタカタとうつわを鳴ならしながら、ナナミちゃんはおそるおそるソファ席せきに近ちかよった。

「……どうぞ。」

　蚊かの鳴なくような小ちいさな声こえで言いい、ナナミちゃんはソファの前まえのテーブルにおぼんを置おくと、すごい速はやさでもどってくる。ナナミちゃん、よく、がんばった。

「じゃ、じゃあ、あたしたちも食たべようか。」

　あたしはふりかえって、みんなに言いった。

　そのまま、だれも言こと葉ばを発はっすることもなく、静しずかな食しょく事じがはじまった。あらかじめカフェに流ながしていた明あかるい曲きょくだけが、むなしく流ながれつづけた。





３　仲なかよしこよし!?







「リョウマ君くん、おそいね。そろそろ来くるかな。」

　重おも苦くるしい空くう気きをまぎらわすように、あたしは時と計けいを見みて言いった。六時じからはじまって、まだ一時じ間かんもたっていないのに、かれこれ、同おなじセリフを三回かいは言いっている。

「そろそろお腹なかをすかせて、すっとんでくるわよ。」

　ティナちゃんが、もくもくとなべを食たべながら答こたえる。

「ほんとに、飛とんできちゃいそ～。アハハ。」

　カレンちゃんがごまかすように、笑わらい声ごえをあげ、

「うん。そうだね。」

　ナナミちゃんは、いっしょうけんめいうなずく。こうした会かい話わを何なん回かいもくりかえしている。ヤヤコはこんな状じょう況きょうを見みながらも、助たすけ船ぶねを出だすようなことはなく、マイペースになべに野や菜さいを追つい加かしていた。

　ミウちゃんはあいかわらず、ソファでイヤホンをつけたままスマホをいじっている。料りょう理りを食たべているのか、食たべていないのか、あたしの席せきからじゃ見みえない。

　だれかとＬＩＮＥラインのやりとりをしているのか、しきりに、着ちゃく信しんのバイブ音おんが鳴なりひびいていた。

　だれか、このどんよりした空くう気きを変かえてって、すがるような思おもいで、みんなが視し線せんを送おくり合あうけれど、きょうにかぎって、会かい話わがはずむような話わ題だいが出でてこない。

　やっぱり、愛あい子こさんに助たすけを求もとめようか……。でも、ぜひ来きてほしいと断だん言げんしたからには、早はや々ばやとあきらめたくはない。そのとき、とつぜんミウちゃんが立たち上あがった。みんながビクッとなって、いっせいに注ちゅう目もくする。

「なに？　全ぜん員いんで見みられると、こわいんだけど。」

　ミウちゃんが冷つめたい目めで、見みおろすように言いう。

「あっ、ごめん。おなべのおかわり、食たべる？」

「ねえ、トイレ、どこ？」

　あたしの質しつ問もんには答こたえず、あたりを見みわたした。

「あっ、トイレだね。トイレはこっちだよ！」

　あたしはいきおいよく立たち上あがり、カフェのトイレにかけよった。ゆっくり近ちかづいてきたミウちゃんは、

「いつまで、そこにいんの？　ウザいんだけど。」

　ジロッとあたしをにらんで、とおりすぎた。

「……ごめんなさい。」

『ふんっ。』という声こえが聞きこえてきそうな態たい度どで、ミウちゃんはトイレのドアをバンとしめた。あたしは早はや足あしで、みんなのところへもどると、小こ声ごえでうったえた。

「こわいよ～。」

「がんばってる。ハナビはがんばってるわよ！」

　ティナちゃんがテーブルに身みを乗のり出だして、小こ声ごえではげます。

「ねぇ、ミウちゃん、おなべはちゃんと食たべてるみたいだったよ。」

　カレンちゃんが、ソファの向むこうにあるテーブルを指ゆびさして言いう。

「じゃあ、もう一回かい『おかわり、いる？』って、だれか聞きいてもらえないかな。その流ながれで、こっちのテーブルに来きてもらおうよ。あたし、今いま、ウザがられちゃったから──。」

　引ひき受うけてくれないかと期き待たいをこめて、あたしがティナちゃんを見みると、カレンちゃんも続つづいた。

「ティナちゃん、いつもの調ちょう子しでバシバシ、言いっちゃいなよ。」

「そりゃあ、わたしだって、言いえるものなら、言いってやりたいわよ。でも愛あい子こさんの知しり合あいだし、さすがにきょうはまずいでしょ。はじめて来きたんだから。」

「ねえ、ハナビちゃん。そろそろ、愛あい子こさんに来きてもらっちゃダメなの？」

　ナナミちゃんはこまった顔かおで、あたしを見みる。

「そうだよね……。そうするしかないよね……。でもなあ。」

　ミウちゃんがいないあいだに、顔かおをよせ合あって、ヒソヒソと小こ声ごえで作さく戦せん会かい議ぎをしている様よう子すを、ヤヤコは鼻はなで笑わらった。

「べつに、ほっとけばいいじゃん。おなべだって、ちゃんと食たべてるなら、それで十じゅう分ぶんなんじゃないの？」

「あんたねえ、ひとごとだと思おもって──。」

　ティナちゃんがすぐに言いいかえそうとしたとき、ガチャッとドアが開あく音おとが聞きこえ、みんながあわてて、席せきにすわりなおした。そこへ、

「ちわーっす！」

　入はいってきたのはリョウマ君くんだった。

「リョウマ君くん！」

　あたしだけじゃなく、みんなも待まっていたのか、歓かん声せいがあがる。

「おお、なんだ、この異い様ような歓かん迎げいは？　って、おい、ハナビ！　おまえよくも、これから授じゅ業ぎょうってタイミングで、うまそうななべの写しゃ真しんを送おくってくれたな。授じゅ業ぎょう中ちゅう、腹はらが鳴なって、腹はらが鳴なって、大たい変へんだったんだぞ。」

　リョウマ君くんが文もん句くを言いいながら、中なかへ入はいってきた。

「ええっ？　それ、あたしのせい？」

「どんだけ、素す直なおな胃い袋ぶくろなのよ。」

　いつもの調ちょう子しにもどったティナちゃんが、ふっと笑わらう。

「あげくに、先せん生せいにまで『腹はらがうるさいから、なにか食たべてこい。』って教きょう室しつを追おい出だされたんだぞ。ま、そのおかげで、早はやめになべを食たべられるんだけどな。」

　テーブルについたリョウマ君くんは、目めをつぶって、うれしそうになべのにおいをかいだ。リョウマ君くんのおかげで、カレンちゃんもナナミちゃんも、ヤヤコまでも笑え顔がおになる。

「あれ？　ところで、おまえらだけ？　新あたらしい子こは？」

　肉にく団だん子ごや野や菜さいをうつわによそいながら、リョウマ君くんはあたりを見みまわした。ちょうどそのタイミングで、トイレからミウちゃんが出でてきた。みんなから向むけられた視し線せんにうんざりした表ひょう情じょうを見みせ、ソファへもどっていく。

「おっ！　ニューフェイス！」

　なにも知しらないリョウマ君くんは、ズカズカとミウちゃんに近ちかよった。

「おれ、鈴すず木き陵りょう馬ま。名な前まえ、なんだっけ？」

「……ミウ。」

　ミウちゃんは少すこし警けい戒かいするように、ジロッと、背せの高たかいリョウマ君くんを見みあげる。

「そうだ、そうだ、ミウね。よろしくな。」

　握あく手しゅをしようと、リョウマ君くんが手てを差さし出だした。

「…………」

　ミウちゃんは、差さし出だされた手てを無む視しして、音おとを立たててソファにすわった。イヤホンはつけずに、またスマホをいじりはじめる。リョウマ君くん、もうひとこえっ！　祈いのる思おもいで、二人ふたりのやりとりを見み守まもる。

「あれ？　こっちの席せきで、ひとりで食くってんの？」

「…………」

　リョウマ君くんの質しつ問もんに答こたえず、ミウちゃんはスマホを見みている。リョウマ君くん、がんばれ！

　こちらからのプレッシャーを感かんじたのか、リョウマ君くんはふりかえって、あたしたちがジェスチャーで『行いけ！』と言いっているのに気きづいた。そして、ソファの向むこうのテーブルの上うえにある空からのうつわを見みる。

「おっ、しっかり食くってる、食くってる。おかわりは、もういらねーの？」

「…………」

「なら、おれ、あとはぜんぶ食くっちゃうからな？　いいな？」

　ミウちゃんの視し界かいにむりやり入はいりこんで、リョウマ君くんが声こえをかけると、

「しつけぇな。勝かっ手てにすればっ!?」

　迷めい惑わくそうな顔かおで、返へん事じをした。

「おじゃましました～。」

　リョウマ君くんは明あかるく笑わらって、テーブルにもどってくる。そして、

「じゃ、えんりょなく、いただきます！」

と、ウィンナーを丸まるごと口くちに入いれた。

　おいしそうになべを食たべはじめたリョウマ君くんに、ティナちゃんが小こ声ごえで食くってかかる。

「あんたねえ、『いただきます！』じゃないわよっ。こっちによんでくるとかしなさいよ。」

「あっ、鈴すず木き先せん輩ぱい。肉にく団だん子ご、まだ残のこってますよ。たくさん食たべてください。」

　ヤヤコがティナちゃんの前まえにわりこんで、ニコニコしながら、おたまで大おおきな肉にく団だん子ごをすくって見みせた。

「おお、サンキュー。そういえば、小こ林ばやしがいるって、めずらしいな。きょうは部ぶ活かつ休やすみか？」

　うつわをヤヤコにわたしながら、リョウマ君くんが聞きいた。

「きょうは、ちょっと息いきぬき休やすみです。」

「息いきぬきな、それ、だいじ！」

　リョウマ君くんは深ふかくうなずきながら、うつわを受うけとった。

　時と計けいを見みると、やっと七時じをむかえたところだった。ここからどうしよう……。

　とほうにくれて、チラッとミウちゃんを見みると、ミウちゃんがまた、とつぜん立たち上あがる。今こん度どはフードをかぶって、そのまま出で入いり口ぐちへ向むかって歩あるき出だした。

「ミウちゃん？」

「帰かえる。」

「ええっ!?　ちょ、ちょっと待まって。帰かえっちゃうの？」

　あわててかけよるけれど、

「一時じ間かんもたえたんだから、これ以い上じょうはかんべんしてよ。」

　うんざりした顔かおで、ミウちゃんがため息いきをつく。

「で、でも、愛あい子こさん、よんでくるから。もう少すこしだけ。」

　すがる思おもいで、ミウちゃんを引ひきとめるけれど、

「『急きゅう用ようができた。』って、てきとうに言いっといて。」

と言いって、ミウちゃんはほんとうにカフェを出でていってしまった。

　そのあと、あたしはティナちゃんと二人ふたりで愛あい子こさんの仕し事ごと場ばへ行いき、ミウちゃんがとちゅうで帰かえってしまったこと、ソファで食たべるミウちゃんを、最さい後ごまでそのままにさせてしまったことを報ほう告こくした。

　愛あい子こさんは、あたしたちの話はなしをおどろくことも、せめることもせずに聞きき、

「とりあえず、ミウちゃんのお母かあさんに連れん絡らくするわね。みんな、おつかれさま。」

と言いって、ほほえんだ。

　ティナちゃんと二人ふたりでカフェにもどってくると、ヤヤコやカレンちゃんたちが食しょっ器きをかたづけはじめていた。

「愛あい子こさんが、『みんな、おつかれさま。』って。」

　かたづけに合ごう流りゅうして、あたしはみんなに声こえをかけた。

「ほんと、気きまずすぎて、つかれたあ。」

　カレンちゃんが肩かたをおとして言いった。カレンちゃんだけでなく、ナナミちゃんもつかれた顔かおをしている。

「やっぱり、次つぎは来きてくれないよね……。」

　ミウちゃんが使つかっていた空からになったうつわを手てに取とって、あたしはつぶやいた。

「ハナビが気きにすることないわよ。わたしたちはめちゃくちゃ気きをつかって、あたたかくむかえたわよ。そこに落おち度どはないし。おたがい、合あいませんでしたって話はなしでしょ。」

　テーブルをふきながら、ティナちゃんがキッと、するどい目めで言いう。

「そもそもここは、来きたい子こが集あつまる場ば所しょなんだから。『一時じ間かんもたえた。』だなんて、こっちのセリフよ。もう来くることもないだろうし、勝かっ手てにすればって感かんじ。こっちがあれこれ考かんがえたって、時じ間かんのムダよ。」

　ティナちゃんは、まるで刀かたなのように台だいふきをふりおろして断だん言げんした。

「そうだよねえ。文もん句く言いうなら、来こなきゃいいんだよね。」

　カレンちゃんはティナちゃんの意い見けんに賛さん同どうする。

「ナナミちゃんは？　どうだった？」

『夜よるカフェ』の看かん板ばんをかたづけているナナミちゃんに聞きいた。

「う～ん。よくわからないけど、ふだんの『夜よるカフェ』じゃないみたいで、なんか、ちょっと……いづらかったかな。」

　ナナミちゃんはそのまま首くびをかしげる。その横よこを、リョウマ君くんがカセットコンロを持もってとおりぬける。

「そんなに気きにすることねえよ、ハナビ。ここではミウみたいなタイプはめずらしいだろうけど、世よの中なかにはざらにいるぜ。」

「そうよ。はじめから仲なかよしこよし、わいわいおしゃべりなんて、気き持もち悪わるいし。」

　ヤヤコがリョウマ君くんに続つづけて言いった。

「そ、そりゃあ、一回かい目めから仲なかよしこよしなんて、思おもってないけど……。」

　ヤヤコに言いわれると、なんだかくやしい。

「けど、なに？　あの子こみたいなスレた子こが、『あ、こういうアットホームな感かんじいいなあ。』『また来きてみたいなあ。』って、言いってくれたらよかったわけ？」

「そんなこと、思おもってない。あたしは、ただ、せっかく来きてくれたんだから、楽たのしんで帰かえってもらいたいって思おもっただけよ。」

　あたしはヤヤコに向むかって、言いいかえす。前まえのあたしだったら、こわがって、ヤヤコに言いわれたことをそのまま受うけとめて、落おちこんでいた。だけど、今いまはちがうって思おもえる。

「ミウちゃんも、小こ林ばやしさんも、ここまで来きてくれたんだから、ごはんだって、おいしく食たべてほしいし、楽たのしんでもらいたいし、また来きたいって思おもってもらえたらなって、いつも思おもってる。小こ林ばやしさんは、どう思おもっているかわからないけど……。」

「そうだね。あんたたちのあたふたした様よう子すを見みてるのは、十じゅう分ぶん楽たのしめたけどね。」

「そういうのじゃなくて。」

「ちょっと、ヤヤコ。さっきからだまって聞きいてりゃ、言いってくれるじゃない。あんたこそきょうは、なんで来きたのよ？」

　今こん度どはティナちゃんがヤヤコに食くってかかった。

「あの～。もう、やめようよ～。」

　ヤヤコとティナちゃんにはさまれて、カレンちゃんがこまっている。

「まあまあ。落おち着つけって。とりあえず、来きたいと思おもうかどうかは、ミウ本ほん人にんしだい。来きたら来きたで、好すきな場ば所しょで食たべて、好すきなタイミングに帰かえる。みんなで足あしなみそろえるのがきらいなヤツだっているんだから。たいした問もん題だいじゃねえよ。」

「そういうこと。翔しょう太たが家いえでひとりだから、帰かえる。」

　ヤヤコは使つかっていたふきんをあたしの目めの前まえのテーブルに置おいて、さっさと帰かえっていった。

　ヤヤコが出でていったカフェのドアを見みつめながら、リョウマ君くんが、

「ところで小こ林ばやし、きょう、部ぶ活かつ休やすんで、だいじょうぶだったのかな。」

と、つぶやいた。





４　悪わる口くち







　次つぎの日ひになっても、あたしの頭あたまの中なかは、ミウちゃんのことでいっぱいだった。

　目めをとじるたびに、ブスッとした顔かおのミウちゃんが『ウザいんだけど。』と言いっている姿すがたがうかんでくる。

　なにがそんなに気きに入いらなかったんだろう……？

　そんなにいやなら、来こなきゃよかったのに……。

　ヤヤコもヤヤコだ。『はじめから仲なかよしこよしなんて、気き持もちが悪わるい。』なんて……。

　あたしだって、最さい初しょから仲なかよくできるなんて思おもっていないし！　そんなに気きに入いらないなら、なんでわざわざ来くるのよ～。

　放ほう課か後ごになっても、この、べったりと心こころにへばりついた思おもいは晴はれなかった。

　日にっ直ちょくの仕し事ごとで居い残のこりしているあたしのところへ、ふいにティナちゃんがやってきた。このモヤモヤした思おもいを、ティナちゃんはうれしそうに聞きいてくれた。

「そのとおりよ！　いやなら、来こなきゃいいって話はなしよ。ハナビのことだから、どうせまた、『受うけ入いれなきゃ。』とか言いって、『ミウちゃんのことは悪わるく思おもっちゃいけない。』『あたしが悪わるかったのかな。』とか、反はん省せいしちゃっているのかと思おもったけど、だいじょうぶね。安あん心しんしたわ。」

　ティナちゃんは胸むねをなでおろす。

「ねえ、ところで、もうひとりの日にっ直ちょくは？　ハナビひとり？」

「あっ、となりの席せきの子こは野や球きゅう部ぶの練れん習しゅうがあるから、もう行いっちゃった。」

「はあ？　また？　ほんと、ハナビはなめられてるのよ。少すこしはヤヤコを見み習ならって、バシッと言いってやったら？　ムカつくけど、ああいう強つよさが、ハナビには必ひつ要ようよ。」

　ティナちゃんは、すごむように言いいきる。

「そ、そうだね。」

　迫はく力りょくにおされて、少すこし引ひきそうになったけれど、たしかに、次じ回かいはちゃんと言いえるようにしよう。

「あっ、いけない。もう、こんな時じ間かん。わたし、きょうは用よう事じがあるから、先さきに帰かえるわね。」

　ティナちゃんは時と計けいを見みると、教きょう室しつを出でていった。

「なんだ、いっしょに帰かえろうと思おもっていたのに。」

　ふうっと息いきをはいて、あたりを見みまわすと、教きょう室しつにはまだ何なん人にんか生せい徒とが残のこっていて、それぞれで集あつまって、おしゃべりをしている。

　さっさと終おわらせて、あたしも帰かえろう。なんだかむしゃくしゃする気き持もちを、むりやりふるい立たたせて、黒こく板ばんふきにラストスパートをかけた。

　ふいに、数すう人にんが、おしゃべりをしながらぞろぞろと教きょう室しつに入はいってくる気け配はいを感かんじた。と、同どう時じに、

「ほんと、なにさま？　って感かんじ。」

　だれかが言いった悪わる口くちが、耳みみに飛とびこんでくる。

「あいつが部ぶ長ちょうになってから、部ぶ活かつのふんいき、最さい悪あく。わたしはただ、楽たのしくやりたいだけなのに。」

「完かん全ぜんに、うちらのことをバカにしてるよね。この前まえなんて朝あさ練れんに遅ち刻こくしただけで、すっごいおこられたんだから。言こと葉ばづかいもキツイしさあ。あそこまで言いわれる筋すじ合あいはないよね。」

　語ご尾びに力ちからが入はいっている。あたしは思おもわずうなずきそうになる。だれが、だれの悪わる口くちを言いっているのかはわからないけど、気き持もちはとってもわかる気きがする。

「っていうかさあ。うち、前まえにヤヤコが母はは親おやにおこられてるの、見みたことあるんだよね～。あの口くちの悪わるさは、親おやゆずりだったよ。」

　えっ？

　瞬しゅん間かん、耳みみをうたがった。まったく、ひとごとのように聞きいていたけれど、悪わる口くちの相あい手てはヤヤコで、しかも今いまの声こえは、ヤヤコの取とり巻まきのひとり、吉よし本もと美み和わの声こえだ……。

「ええ～、マジ!?　でも、わかる～。ヤヤコって、家か族ぞくの話はなしになると、話わ題だいをさけるよね。どこに住すんでるかも、教おしえないしさあ。」

「ぜったい、家いえがヤバイから、人ひとに言いえないんだよ。」

　背せ中なかごしに聞ききながら、悪わる口くちの内ない容ようや教きょう室しつの空くう気きまで、だんだん重おもくなっていくのを感かんじる。息いきをころして、黒こく板ばんをふきつづけていたけれど、もう、ダメだ。限げん界かいっ！

　あたしは思おもい切きって、ふりかえった。さっきまで教きょう室しつにいたはずのほかの生せい徒とはいなくなっていて、美み和わとほかのバスケ部ぶの子こが二人ふたり、あたしをじろっと見みかえした。

「あっ、あのさ……。」

　ふりかえってみたはいいけれど、三人にんを前まえにして、言こと葉ばにつまる。あたし、なにが言いいたいんだろう……？

「あ～、ひょっとして、黒くろ沢さわさんも、気きになるんでしょ～？」

　美み和わがうすら笑わらいをうかべる。

「ヤヤコのことだもんね。」

　別べつのひとりもニヤニヤしながら言いった。

　あたしは思おもわず息いきをのみ、それからはき出だすように声こえを出だす。

「あ、あの……。吉よし本もとさんは、小こ林ばやしさんとあんなに仲なかがよかったのに、どうして？」

　声こえがふるえているのがわかった。

「どうしてって言いわれても、むかついているからにきまってんじゃん。うちら、バスケ部ぶで、ヤヤコにさんざんやられてるから。ほんと、最さい悪あくよ。」

　さらっと言いってのける美み和わの横よこで、ほかの二人ふたりも、あいづちを打うつ。

「っていうか、黒くろ沢さわさんのほうこそ、ヤヤコにいじめられてたんだから、わかるでしょ？」

　理り由ゆうを聞きいたつもりが、逆ぎゃくに聞ききかえされてしまった。ま、まあ、たしかに、不ふ満まんはわからなくもないし、ついさっきまで、あたしもヤヤコにムカムカきていた。

「で、でもさ、吉よし本もとさんたちは、あ、あの、バスケ部ぶだけじゃなくて、クラスでも仲なかがよかったじゃない。だから、えっと……。」

　自じ分ぶんでもなにを言いってるのかわからないけど、たぶんヤヤコといちばんの仲なかよしだった美み和わが悪わる口くちを言いっているのが引ひっかかっているんだろう。
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「え？　仲なかよかったように見みえたんだ。それにおどろきだわ。子こ分ぶんみたいにこき使つかわれてただけよ。あいつ、だれでも子こ分ぶんにしたがるから。バスケ部ぶで、今いま、あいつの味み方かたはだれもいないよ。」

　美み和わは笑わらってみせるけど、目めは笑わらっていない。そっか、だからヤヤコはこの前まえ、めずらしく『夜よるカフェ』に来きたんだ……。

　あたしは、そのときのヤヤコの気き持もちに思おもいをはせる。きっとさびしかったんじゃないかな。あたしもいじめられたとき、そうだったから……。

　そう思おもうと、急きゅうに心こころが落おち着ついてきた。

「あの、小こ林ばやしさんは、どうして仲なか間まはずれにされているか、知しってるの？」

「さあ、バスケ部ぶみんなに無む視しされてんだから、わかってんじゃないの？」

　あきれた顔かおで、美み和わが言いう。

「ほんとにわかってるのかな？」

　あたしはひとりごとのように言いい、首くびをかしげる。

「ねえ、ちょっと待まって。」

　美み和わが意い外がいそうな顔かおで、あたしを見みた。

「あんた、なに？　もしかして、ヤヤコのこと、かばってんの？」

「えっ？　あっ、そういうわけじゃないけど……。」

「ウケるんですけど。あんた、どこまで〝いい子こちゃん〟なんだよ。」

　冷ひややかに笑わらい、近ちかづいてくる。

「そうだった。あんたの、こういうとこがムカつくんだった。いい子こぶっちゃってるとこ。ヤヤコもよく言いってたよ。『あいつが視し界かいに入はいるだけで、イライラする。』って。『あのブスを見みてるだけで、どん底ぞこまで、つきおとしてやりたくなるんだ。』って。」

「えっ？」

　そ、そこまで、きらわれてたの……？

「あんたが使つかってるつくえや、上うわばきを見みるのもイラつくからって、どんだけ、あんたのもの、捨すてたことか。」

　あまりのショックに、言こと葉ばが出でないあたしに、美み和わはさらに追おいうちをかけるように、たたみかける。

「とくに、鈴すず木き先せん輩ぱいとあんたが知しり合あいだって、知しったときなんてさあ、すごかったんだから。どうやってあんたの存そん在ざいを消け──。」

　そのとき教きょう室しつのドアがガラッと開あいた。ふりかえると、そこにはヤヤコが立たっていた。

「…………」

　沈ちん黙もくが流ながれるなか、こわい表ひょう情じょうで、あたしの前まえをとおりすぎる。

「なにやってんの？　部ぶ活かつ、はじまってるんだけど。」

　ヤヤコは美み和わたちに言いった。ほかの二人ふたりはさっきまでの強つよ気きな態たい度どとはちがい、少すこし気きまずそうな顔かおで、視し線せんを送おくり合あっている。けれど、

「あっ、うちら、きょうは体たい調ちょう悪わるいんで、部ぶ活かつ、休やすみま～す。」

　美み和わは明あかるく答こたえる。

「どうせ仮け病びょうでしょ。」

　ヤヤコが、にじりよった。

「じゃ、みんな、行いこっか。」

　美み和わはまわりにいたメンバーに声こえをかけて、ぞろぞろと教きょう室しつから出でていった。

「…………」

　ヤヤコは、だまったまま、たたずんでいる。けれど、すぐに、気きまずい沈ちん黙もくをやぶるように、教きょう室しつのドアに向むかって、歩あるきはじめる。

　あたしは息いきをのみ、口くちを開ひらいた。

「あの、小こ林ばやしさん……。」

「なにっ？」

　とつぜん、はげしい声こえが返かえってきた。

「あいつらから昔むかしの話はなしを聞きいて、今いまさら、あやまれって言いいたいわけ？」

「そ、そんなこと思おもってないよ。ただ……。」

　あたしは言こと葉ばをつまらせ、ヤヤコの顔かおを見みる。

「そのさあ、〝あたし、心しん配ぱいしてます〟ふうの顔かお、やめてくれる？　イラつくんだよっ！」

　ヤヤコがすごむ。

「えっ……。」

　あたしはこわくなって、あとずさりする。ヤヤコはなおも続つづけた。

「あんたに心しん配ぱいされる筋すじ合あいないからっ！　なに？　かばったつもり？　助たすけた気きになってんの？　ふざけんなよっ。だれがあんたなんかに、助たすけをもとめるかっ！」

「そ、そんなつもりじゃ……。」

　あまりの迫はく力りょくに、あたしはたじろぐ。

「あんたに同どう情じょうされるくらいなら、死しんだほうがまし。」

　はきすてるように言いい、ヤヤコは教きょう室しつを出でていった。

「…………」

　なんで……？　どうして、こんなことになっちゃったの……？

　あまりのショックで、胸むねが苦くるしくて、考かんがえることすらできない。教きょう室しつにひとり取とりのこされたあたしは、しばらく一いっ歩ぽも動うごけなかった。





５　山さん賊ぞくおにぎり







「試し験けん、終おわったぜーーー！」

　土ど曜よう日びの夕ゆう方がた、閉へい店てん時じ間かんをすぎてから、リョウマ君くんが『三さん丁ちょう目めカフェ』にやってきた。今いままでにないくらい、明あかるくさわやかな声こえだ。

「おつかれさまでした～。」

　あとかたづけをしているティナちゃんが、リョウマ君くんに声こえをかける。

「これで、もう、おれは勉べん強きょうしねえ。高こう校こうに入はいるまで勉べん強きょうしねえ！」

「はいはい。好すきにして。」

　テンションの高たかいリョウマ君くんと、ティナちゃんが笑わらっている声こえがする。そんな二人ふたりの会かい話わを、あたしは少すこしはなれたところから聞きいている。

「あれ？　ティナひとりか？　ハナビは？」

　リョウマ君くんがティナちゃんにたずねる。

「ハナビは、あそこよ。」

「へっ？　あれ？」

　リョウマ君くんがふしぎそうに聞きき、二人ふたりの足あし音おとが、あたしがいるカフェの窓まどぎわに近ちかづいてくる。

　あたしはひとり、カーテンにすっぽりとくるまって、考かんがえごとをしていた。

　木もく曜よう日びの放ほう課か後ごに、ヤヤコたちから言いわれたことが、まだ胸むねにつきささったまま、はなれないでいる。

　あまり愚ぐ痴ちっぽいことは言いいたくないと思おもって、ふだんヤマト君くんにこういう話はなしは伝つたえていなかったけれど、さすがに今こん回かいは、気きがめいっちゃって、木もく曜よう日びのことをＬＩＮＥラインで相そう談だんした。

　けれど、まだ返へん信しんはない……。

「ハナビったら、目めをはなすと、すぐにカーテンにくるまっちゃうのよ。」

　すぐそばから、ティナちゃんのあきれる声こえと、リョウマ君くんの声こえが聞きこえてくる。

「まるで、ミノに入はいったミノムシだな。お～い、ハナビ。なにがあったんだよ？」

「ヤヤコよ。ヤヤコと吉よし本もと美み和わにボロクソに言いわれたのよ。」

　あたしが答こたえるより早はやく、ティナちゃんが言いった。

「あ～、今いま、三年ねんの元もとバスケ部ぶ員いんのあいだでも、小こ林ばやしのことが問もん題だいになってんだよ。後こう輩はいたちから、不ふ満まんがあがってるって。」

「とうぜんよ。わたしからしたら、どうしてヤヤコみたいなのが部ぶ長ちょうになったのか、ふしぎでしょうがないわ。なんでクビにしないわけ？」

「いやいや、あいつ、ああ見みえて、すっげーまじめだし、努ど力りょく家かだぜ。まあ、ちょっとそれをまわりにおしつけちゃったって感かんじなんだろうな。

　で、女じょバスの元もと部ぶ長ちょうが、小こ林ばやしに事じ情じょうを聞きいたりもしたらしいんだけど、小こ林ばやしは『だいじょうぶです。』の一いっ点てんばりだったらしいぜ。とりあえず、元もと部ぶ長ちょうももう引いん退たいしてるわけだし、ここは見み守まもろうって話はなしにはなったんだよ。」

　リョウマ君くんとティナちゃんが話はなしこんでいる最さい中ちゅう、ポケットに入いれていたスマホが鳴なった。とっさに開ひらいて見みると、ヤマト君くんからの返へん信しんが来きていた。

『大たい変へんだったな。でも、今いまのハナビには、ティナもいれば、リョウマも、それから「夜よるカフェ」の仲なか間まもいる。きっと、その子こはだれのことも、信しんじられないんだろうな。おれもそうだったけど、ハナビに会あえて、「夜よるカフェ」のみんなに出で会あえて変かわれたんだ。今いまのハナビなら、だいじょうぶだよ。がんばれ！』

　ヤマト君くん……。そうだね、ヤマト君くん！

　急きゅうにむくむくと元げん気きがわいてきた。
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「そうだよっ！　あたし、だいじょうぶ！」

　あたしはカーテンの中なかで、声こえに出だして言いうと、いきおいよく外そとに飛とび出だした。

「急きゅうに、どうしたのよ!?」

　ティナちゃんが目めを丸まるくしている。

「二人ふたりとも、いつも、ありがとう！　もう、だいじょうぶ！」

　あたしは順じゅん番ばんに握あく手しゅをした。

「よっしゃ！　わかんねーけど、いつも以い上じょうに元げん気きなハナビにもどったところで、おれから、来らい週しゅうの『夜よるカフェ』の提てい案あんがあるんだ！」

　得とく意いげな顔かおで、リョウマ君くんがあたしたちの顔かおを見みる。そして、

「次つぎは『小しょう学がく生せいナイト』だし、〝山さん賊ぞくおにぎり〟にしよーぜ！」

と言いい、親おや指ゆびを立たてて、ポーズを決きめた。

「なに、それ!?」

　ちょっと聞ききなれない言こと葉ばに、ティナちゃんとあたしは首くびをかしげる。

「さけや、梅うめや、とりのからあげや、とにかく自じ分ぶんたちの好すきなもんを、こんなにでっかいおにぎりにつめるんだよ。あっつあつの豚とん汁じるつきでな。」

　な、なんだか、とってもおいしそう……。

　あたしの顔かおを見みて、リョウマ君くんがニヤリと笑わらい、

「それだけじゃねえぞ。〝山さん賊ぞく〟にちなんで、その日ひはテーブルといすはなし！　ゴザをしいて、みんなで好すきな場ば所しょで食たべる！　『夜よるカフェ』〝山さん賊ぞくナイト〟だっ！」

　大おおきな手てを目め一いっ杯ぱいひろげて、おにぎりを作つくって、食たべるふりをした。

「それっ、めちゃくちゃ楽たのしそう！　きっと小しょう学がく生せいのみんなもよろこぶよ。」

　あたしはうれしくなって、飛とびはねた。

「うっしゃー！　じゃあ、さっそく、準じゅん備び開かい始しだぜ！」

「やったー！　〝山さん賊ぞく〟だー！」

　リョウマ君くんと二人ふたりでガッツポーズをしてさわぐ様よう子すを、ティナちゃんがあきれた顔かおで見みていた。

「二人ふたりとも、なんなのよ、そのハイテンションは!?」




　それからというもの、あたしはしばし、ヤヤコたちのことをわすれ、『夜よるカフェ』〝山さん賊ぞくナイト〟の準じゅん備びに夢む中ちゅうになった。

『中ちゅう学がく生せいナイト』グループＬＩＮＥラインで、メンバーに伝つたえると、すぐに自じ分ぶんも手て伝つだいたいと連れん絡らくがあり、いろんなアイディアが出でてきた。

　スタッフになる人ひとは、髪かみをチョンマゲふうに結むすんだりして、山さん賊ぞくっぽいかっこうをしようとか、メニューや看かん板ばんは、筆ふでと墨ぼく汁じゅうで書かいたらどうかとか、リョウマ君くんは太たい鼓こをたたきたいとか、想そう像ぞうするだけでワクワクしてくる。

　そんなやりとりで、ひさしぶりにグループＬＩＮＥラインの着ちゃく信しんが、夜よ中なかまで鳴なりつづけた。




　そして水すい曜よう日び、『夜よるカフェ　小しょう学がく生せいナイト』、別べつ名めい、〝山さん賊ぞくナイト〟の日ひがやってきた。

　ティナちゃんとカレンちゃんとあたしは、髪かみの毛けを逆さか立だてて、チョンマゲふうに結むすんでいる。髪かみの短みじかいリョウマ君くんとナナミちゃんは、手てぬぐいを頭あたまにまいた。

　ティナちゃんのアイディアで、リョウマ君くんは顔かおに無ぶ精しょう髭ひげまで描かいている。

　そのあと、六人にん用ようの大おおきなテーブルだけをのこし、他ほかのテーブルやいすをテラスにかたづけて、ゆかをキレイにそうじした。

　少すこしでも、山さん賊ぞくのアジトみたいな空くう間かんにしようと、ゴザをしき、まんなかには、リョウマ君くんがいきおいで作つくった、段だんボールの〝囲い炉ろ裏り〟を置おいた。

　そのまわりに、ティナちゃんが家いえから持もってきたフェイクファーの敷しき物ものを、いくつもしくと、ぐんと山さん賊ぞくのアジトっぽくなった。

　ふだんは土ど足そくで入はいれるけれど、きょうはゆかにすわって食たべるため、くつは入いり口ぐちに置おいた〝すのこ〟のところで、脱ぬいでもらうことにした。

　バイキング方ほう式しきで、おにぎりの中なか身みを取とれるように、大だいテーブルに、何なん種しゅ類るいものおかずやのりがずらりとならべた。その横よこには、ナナミちゃんが筆ふでで段だんボールに書かいたメニューの看かん板ばんを立たてた。

　おにぎりといっしょに食たべる豚とん汁じるが完かん成せいして、〝山さん賊ぞくナイト〟の準じゅん備びがととのった。

「わ～！　なにこれ～！」

　小しょう学がく生せいの常じょう連れんメンバー、なっちゃんやリサちゃん、ほかの小しょう学がく四年ねん生せいメンバーが歓かん声せいをあげる。入はいってくるなり、いつもとちがうカフェの店てん内ないや、あたしたちのかっこうを見みて、よろこんでいる。

「山さん賊ぞくヘアにしたい子こ、手て、上あげて～。」

　ティナちゃんが声こえをかけると、女おんなの子こたちは全ぜん員いんが手てを上あげた。

　それから十分ぷんもしないうちに、小しょう学がく五年ねん生せいの男だん子しグループといっしょに、翔しょう太た君くん、そしてヤヤコがやってきた。ええっ！　ヤヤコも来きたの!?

　入はいってきたヤヤコと目めが合あう。

「あっ、い、いらっしゃ──。」

　おそるおそる声こえをかけたけれど、あたしを無む視ししてとおりすぎ、

「鈴すず木き先せん輩ぱい、そのかっこう、ヤバ～イ。」

　山さん賊ぞく姿すがたのリョウマ君くんに声こえをかけた。

「ハッハッハ～。鈴すず木きとはだれのことでござる。わしの名な前まえは陵りょう馬まノの助すけでござるよ。」

　すっかり山さん賊ぞくになりきっているリョウマ君くんが、楽たのしそうに答こたえる。

「なりきりすぎ～。言こと葉ばづかいはめちゃくちゃだけど、すっごくにあってます。」

　ヤヤコはキャッキャと笑わらっている。

「よし、翔しょう太た。まず、手てを洗あらってこい。そしたら、おにぎり作づくりだ！」

　リョウマ君くんは翔しょう太た君くんに声こえをかけた。

「うん！」

　翔しょう太た君くんが元げん気きに返へん事じをして、手てを洗あらいに行いくのを見み送おくると、

「小こ林ばやし、おまえ、部ぶ活かつのほうはだいじょうぶか？」

　まじめな顔かおで、ヤヤコに聞きいた。

「え～？　なにがですか？」

　ヤヤコは声こえのトーンを落おとさずに答こたえる。

「吉よし本もとたちとうまくいってねえって、聞きいたぞ。」

「だれに聞きいたんですか？」

「三年ねんの女じょバスのやつらに聞きいたんだよ。地ち域いきの交こう流りゅう戦せんも近ちかいのにって、みんな心しん配ぱいしてたぞ。」

「えぇっ、そんな大おおげさな話はなしになっちゃってるんですか？　なんか、すいません。でも、こっちはぜんぜん、だいじょうぶなんで。ありがとうございます。」

　ヤヤコは明あかるく答こたえ、

「じゃ、わたしも手てを洗あらってきま～す。」

　まるで、シャッターをおろすように会かい話わを終おわらせた。と思おもうと、すぐにふりかえり、キッとあたしをにらみつけた。

「…………」

　ビームにでも打うたれたように、背せ筋すじがこおりつく。きっと、あたしもリョウマ君くんになにか告つげ口ぐちしたと思おもわれたんだ……。

　せっかくの〝山さん賊ぞくナイト〟なのに、あたしはまた、すぐにでもカーテンにもぐりこみたい気き分ぶんになった。

　だけど、〝山さん賊ぞくおにぎり〟は子こどもたちに大だい好こう評ひょうで、みんなが思おもい思おもいの場ば所しょにすわって、好すきな具ぐを入いれて作つくったおにぎりを食たべている姿すがたを見みると、元げん気きが出でてくる。

　男おとこの子こたちはリョウマ君くんのマネをして、無ぶ精しょう髭ひげを描かいて、山さん賊ぞくになりきっている。

「毎まい回かいは大たい変へんだけど、たまにサプライズで、〝特とく別べつナイト〟やるのはいいね。ところで、ハナビはなんで、そんなすみっこにいるのよ。また、ヤヤコになにか言いわれたの？」

　ティナちゃんが目めの色いろを変かえる。山さん賊ぞくヘアのせいで、よけいに迫はく力りょくがある。

「ううん。だいじょうぶ。きょうは、だいじょうぶ。」

　あたしはあわてて、首くびを横よこにふった。せっかくの楽たのしいふんいきをこわしたくない。

「ハナビちゃ～ん。わたしも、お腹なかすいた～。そろそろわたしも、おにぎり作つくりた～い。」

　豚とん汁じる係がかりのカレンちゃんが、お腹なかをさすって、あたしをよんだ。

「うん、そうだね！　あたしたちも〝山さん賊ぞくおにぎり〟作つくろう！」

　あたしは、キッチンで洗あらい物ものをしているナナミちゃんにも声こえをかけた。

　そのとき！

　ブオンブオンブオンッと、大おおきなエンジン音おんが、外そとから聞きこえてきた。

「うるさい～。」

　子こどもたちが耳みみをふさぐ。どこのだれだかわからないけど、いい迷めい惑わくだ。もう、早はやくとおりすぎてよっ！

　けれど、その音おとはなかなか遠とおざからないどころか、すぐそばで、あたしたちに向むかって、鳴ならしているように聞きこえた。ひょっとして、うちの前まえでとまっている!?

　あわてて、カフェの外そとへ出でた瞬しゅん間かん、息いきをのんだ。

　カフェの駐ちゅう車しゃスペースにとまった車くるまから、女おんなの子こがおりてきた。

　黒くろい大おおきなサングラスをかけ、顔かおはよく見みえないけれど、あたしには、それがだれだかわかった。

　ミウちゃんだ……。





６　訪ほう問もん者しゃ







　車しゃ高こうが低ひくい真まっ黒くろな車くるまが、ボォンッと最さい後ごに大おおきく音おとを鳴ならし、エンジンを切きった。騒そう音おんは鳴なりやんだけれど、むせるような排はい気きガスのにおいは、すぐには消きえない。

　車くるまのドアが開あくと、つぎつぎと人ひとがおりてきた。高こう校こう生せいから大だい学がく生せいくらいの男おとこの人ひとたちや、制せい服ふく姿すがたの女おんなの子こもいる。

　だ、だれ？　このこわそうな人ひとたちは、みんなミウちゃんの友ともだち……？

「やってる、やってる。」

　ミウちゃんが髪かみをかきあげながら、こちらへ向むかって歩あるいてくる。

　マズい、中なかに入いれちゃいけないっ。

　とっさに思おもったとき、あたしの後うしろについて出でてきたティナちゃんが、入いり口ぐちをふさぐように、あたしの真ま横よこに立たった。

『夜よるカフェ』が、あれだけいやそうだったミウちゃんがなんで？

　かける言こと葉ばが見みつからないあたしにかわって、

「なにしに来きたの？」

　ティナちゃんが先さきに口くちを開ひらいた。

「なにって、ごはん、食たべに来きたんだけど。」

　ミウちゃんはガムをかみながら、シレッと答こたえたと思おもうと、すぐに目めの色いろを変かえ、すごんだ。

「はっ？　ダメなの？」

「あの、きょうは『小しょう学がく生せいナイト』っていって、小しょう学がく生せいだけの日ひなの。だから──。」

　あたしは気き迫はくに負まけないように、説せつ明めいしようとしたけれど、

「はあ？　聞きいてねえし。先せん週しゅうは『食くえ。』ってうるさかったくせに、今こん週しゅうは帰かえれって？」

　ミウちゃんは急きゅうに、声こえのボリュームを上あげる。その声こえを聞きいて、いちばん体たい格かくのいい男おとこの人ひとが、後うしろから顔かおをのぞかせた。

「ミウ、どうした？　なにか、問もん題だいか？」

　男おとこの人ひとがミウちゃんの肩かたに手てを置おくと、

「入にゅう店てん拒きょ否ひされた。」

　口くちをとんがらせて、ミウちゃんがあたしたちを指ゆびさした。

「ち、ちがっ。」

「店みせ、やってんだろ？」

　男おとこの人ひとは、説せつ明めいしようとしたあたしをおしのけるように、カフェの中なかをのぞきこむ。外そとの様よう子すをのぞいていたリサちゃんが、あわてておくへかくれた。

「あ～、すいませ～ん。きょうは小しょう学がく生せい限げん定ていの日ひなんすよ。」

　リョウマ君くんが男おとこの人ひとの前まえに立たちはだかり、

「みんな、こわがっちゃうんで。ねっ。」

　笑え顔がおで説せつ明めいしているけれど、最さい後ごはバチッと、にらみをきかせて言いう。

「ええ～。話はなしがちがうじゃん。また、移い動どうすんの？」

　制せい服ふく姿すがたの女おんなの子こが、めんどくさそうな顔かおをする。

「ボクたち、小しょう学がく生せいですっ！」

　べつの男おとこの人ひとが、ふざけたように手てを上あげて言いった。それを聞きいたほかの男おとこの人ひとが、

「ボクら、お腹なか、ペコペコです！」

と、からかうように笑わらう。

「じゃあ、早はやく、お家うちに帰かえって、ママにごはんを食たべさせてもらいなさいよ。」

　ティナちゃんがにらみかえして言いった。カッコいいけれど、思おもわずヒヤッとする発はつ言げんに、あたしは、男おとこの人ひとたちの反はん応のうをうかがう。

「ヒュ～。」

　手て前まえにいるやせた男おとこの人ひとが、冷ひやかすように口くち笛ぶえをふき、ニヤニヤしながら、ティナちゃんの顔かおを見みる。

「お姉ねえさん、かわい～い。いっしょにごはん、食たべた～い。」

「はっ？　なに子こどもみたいなこと言いってんのよ！」

　ティナちゃんが言いいかえした。ティナちゃんの注ちゅう意いがそれたすきに、

「そうなの。わたしら、小しょう学がく生せいレベルのお子こちゃまなの。」

　ミウちゃんはうすら笑わらいをうかべて、あたしとティナちゃんのあいだをとおりぬけた。その後うしろに、制せい服ふく姿すがたの女おんなの子こ、それから男おとこの人ひともぞろぞろと続つづく。

「あのっ、ちょっと待まってっ。」

　必ひっ死しに止とめようとしても、もう、おそい。

「土ど足そくはダメっ！　きょうはゴザをしいてるんだから。」

　あたしが止とめるのを無む視しして、ミウちゃんたちはズカズカと、くつのままゴザの上うえにあがってしまった。

　カフェの中なかでは、とつぜんやってきた集しゅう団だんにおどろいた子こどもたちが、おびえた顔かおで、こちらを見みている。カウンター席せきにいたヤヤコは、ブスッとした表ひょう情じょうでだまりこんでいる。
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　いけない。あたしたちがしっかりしないとっ。

「うわっ、なんなの、これ？」

　ミウちゃんが、山さん賊ぞくのアジトになった店てん内ないを見みわたした。

「きょうは、〝山さん賊ぞくナイト〟っていうイベントなの。」

　あたしはミウちゃんの前まえに立たって言いう。

「あ～。だから、あんたたちもバカみたいなカッコしてるんだ。」

　バカにしたような表ひょう情じょうで、つま先さきから頭あたまのてっぺんまで見みまわすミウちゃんに、あたしの胸むねはバクバクする。

「うわ～、なりきってる。ウケるんですけど。」

　ミウちゃんの後うしろにいる女おんなの子こも、冷ひややかな視し線せんで、あたしたちを見みる。

「おにぎり、ボクにも、ちょうだい。」

　いかつい男おとこの人ひとが、いちばん近ちかくにすわっているリサちゃんに、話はなしかけた。

　リョウマ君くんが、すぐにリサちゃんの前まえに立たって言いう。

「なに、おどしてんだよ。こわがってるだろ!?」

「ああっ？」

　男おとこの人ひとがリョウマ君くんをにらみかえした。そのとき、

「どうしたの？」

　愛あい子こさんの声こえがした。ふりかえると、愛あい子こさんがおどろいた顔かおで立たっている。

「愛あい子こおばさん、友ともだち連つれてきた。」

　ミウちゃんは平へい然ぜんと答こたえる。

　愛あい子こさんはこまった顔かおをして、ミウちゃんの友ともだち、それから窓まどの外そとの車くるまを確かく認にんするとミウちゃんを見みた。

「だって、友ともだちもお腹なかすいてるし、お金かねはらえば、いいでしょ？」

　ミウちゃんはそう言いって、愛あい子こさんから視し線せんをそらす。

「この子こたちはみんな、親おやからの了りょう解かいをもらって、申もうしこんでから来きてもらっているの。小しょう学がく生せい限げん定ていの日ひと、中ちゅう学がく生せい限げん定ていの日ひがあることも、この前まえ、いっしょにここへ来くるときに、説せつ明めいしたよね。おぼえてる？」

「……うん。」

「いきなり友ともだちといっしょに来きて、お金かねをはらえばいいっていうのはちがうよ。」

　愛あい子こさんはまっすぐミウちゃんを見みて、はっきりと言いった。

　みんなが答こたえを待まつなか、

「じゃあ、帰かえる。」

　ミウちゃんはボソッと答こたえた。あれだけ強ごう引いんに中なかへ入はいってきたのに、ミウちゃんは、あっさりと愛あい子こさんの言いうことをきいた。

「そ～いうことみたい。ねえ、やっぱ、きょうはカラオケ、行いこうよ。」

　あっけにとられているあたしたちを残のこして、ミウちゃんは友ともだちの背せ中なかを両りょう手てでおした。まわりの友ともだちも、意い外がいな展てん開かいに、ばつが悪わるそうな顔かおをしているけれど、

「いいね、行いこ、行いこ。ミウのおごりね。」

　制せい服ふくを着きた女おんなの子こがあまえた声こえで言いい、みんなでまた車くるまに乗のりこんだ。愛あい子こさんはミウちゃんを追おうように外そとへ出でると、仁に王おう立だちをして、大おおきな声こえで言いう。

「あなたたち。しっかり、安あん全ぜん運うん転てんよ！」

　運うん転てん席せきの男おとこの人ひとは、『うるせえ。』といわんばかりに、大おおきくエンジンをふかした。

　騒そう々ぞうしい爆ばく音おんとともに、ミウちゃんたちは帰かえっていった。

　みんながぼうぜんとするなか、リョウマ君くんが口くちを開ひらいた。

「愛あい子こさん、カッケ～。」

「なに、言いってるの。みんな、びっくりさせちゃってごめんね。もうだいじょうぶよ。」

　愛あい子こさんは笑え顔がおで、子こどもたちひとりひとりに声こえをかけ、仕し事ごとにもどっていった。

「だいじょうぶ？　こわくなかった？」

　あたしはまず、リサちゃんに声こえをかけた。

「あっ、だいじょうぶ。」

　そう答こたえてくれたものの、表ひょう情じょうは暗くらい。

「あの人ひとたち、だれ？」

「えっと、ちょっとね。でも、だいじょうぶ！　もう『小しょう学がく生せいナイト』には来こないから。」

「うん。ナツコもべつに、だいじょうぶ。」

　なっちゃんは答こたえると、残のこっていたおにぎりを食たべはじめた。だけど、しずんだままの顔かおは変かわらない。さっきまではあんなに元げん気きだったのに……。

　それ以い上じょうは、かける言こと葉ばが見みつからなかった。

「おにぎり、おかわり、いる人ひと～。」

　リョウマ君くんが手てを上あげても、元げん気きな返へん事じはなく、その日ひは、あたしたちがどう明あかるく話はなしかけても、重おもい空くう気きはぬぐえなかった。

　とちゅうまではあんなに楽たのしかった、〝山さん賊ぞくナイト〟は、お通つ夜やのような静しずけさのまま、終おわりの時じ間かんをむかえた。




　この日ひ、ヤヤコはいっさいあたしたちとしゃべることはなく、いつのまにか翔しょう太た君くんと帰かえってしまった。そのことに気きがついたのは、リサちゃんやほかの小しょう学がく生せいたちを家いえまで送おくって、カフェにもどってきたときだった。

　カフェの中なかでは、メンバーが手てを止とめて、段だんボールの〝囲い炉ろ裏り〟のまわりに集あつまっている。話わ題だいはやっぱり、きょうのミウちゃんたちのことだ。

「ほんと！　なんなのよ、あの連れん中ちゅうはっ。年とし下した相あい手てにいきがって、バッカじゃないの！」

　ティナちゃんがファーの敷しき物ものの上うえで、あぐらをかいて、そばにあったホウキでドンッと、ゆかをついた。まるで、ほんものの山さん賊ぞくのようだ。

　あたしもすぐに話はなしの中なかに入はいり、〝囲い炉ろ裏り〟にボンッとこぶしをのせた。

「くやしい！　なんにも言いえなかった！」

「ムカつくよな。あいつらどこの連れん中ちゅうなんだ？　このへんじゃ見みかけねえ顔かおだよなあ。」

　リョウマ君くんは、残のこったおにぎりを食たべながら、首くびをかしげる。

「とちゅうまではあんなに楽たのしそうだったのにねえ。きっと、きょう、お母かあさんたちには、山さん賊ぞくのことより、こわかったお兄にいさんたちのことを報ほう告こくしちゃうんだろうなあ。」

　ファーの上うえにねころがりながら、カレンちゃんが言いった。ナナミちゃんもうなずく。

「だいじょうぶかなあ、うちのママみたいなお母かあさんだったら、もう、行いっちゃダメとか、言いいそう。」

　その会かい話わを聞ききながら、急きゅうに不ふ安あんがよぎった。そうだよね、またこういうことが起おこらないとも限かぎらないし。子こどもが心しん配ぱいであずけられない、という話はなしになりかねない……。

「もう二に度どと来こないって、誓せい約やく書しょでも書かいてもらわなきゃね。ミウちゃん、愛あい子こさんだったら、ちゃんと言いうこときくみたいだし。」

　あぐらをかいているティナちゃんが、ニヤリとする。

「それなっ。ミウといっしょにいた連れん中ちゅうも、愛あい子こさんにはやけに素す直なおなミウにおどろいてる感かんじだったよな。」

　リョウマ君くんもポンッとひざをたたく。

「そうなの。あたしもびっくりした。ちょっと、今こん度どくわしく聞きいてみるね。愛あい子こさん、明日あしたが、仕し事ごとのしめきりだから。」

　あたしは、明あかりのついた愛あい子こさんの仕し事ごと部べ屋やを指ゆびさした。

「うっし。じゃあ、その報ほう告こくはまた今こん度どってことで、ちゃちゃっとかたづけるか。」

　リョウマ君くんは立たち上あがって、〝囲い炉ろ裏り〟をかたづけようと、手てをかけた。

「あっ！　ちょっと待まって、記き念ねんに写しゃ真しんを撮とろうよ。〝囲い炉ろ裏り〟のまわりで。」

　あたしはみんなに声こえをかけた。

　せっかくの〝山さん賊ぞくナイト〟が、こんな終おわり方かたになってしまってくやしい。またいつか、おもしろいイベントを、ぜったいにやってやるんだからっ！

　そんな気き合あいをこめて、みんなで本ほん物ものの山さん賊ぞくになりきって、思おもいっきり悪わるそうな顔かおをした集しゅう合ごう写しゃ真しんを撮とった。





７　二人ふたりのミウ







　ミウちゃんのこと、ヤヤコのことなど、いろいろと悩なやみはあるけれど、あたしたちにはもうひとつ頭あたまをかかえる問もん題だいがある。

　来らい週しゅう明あけからはじまる期き末まつ試し験けんだ。試し験けん四よっ日か前まえの木もく曜よう日びになって、やっとあせりだしたあたしとティナちゃんは、超ちょうがつく進しん学がく校こうに通かよっているカレンちゃんに、助たすけを求もとめた。

　最さい初しょは「え～。わたしも同おなじ日ひから期き末まつ～。」と、乗のり気きじゃなかったけれど、三人にんで週しゅう末まつに〝勉べん強きょう合がっ宿しゅく〟をしようと提てい案あんしたら、あっさり引ひき受うけてくれた。

　さっそく、その日ひの放ほう課か後ごも、『三さん丁ちょう目めカフェ』で勉べん強きょう会かいが行おこなわれた。

「え～、うっそ！　二人ふたりとも、こんなかんたんな問もん題だいがわからないって、マジ!?　ええっ？　公こう立りつって、ここまでバ……おくれてるの？　二人ふたりが特とく別べつなの？」

　カレンちゃんがうれしそうな顔かおで、教きょう科か書しょとあたしたちの顔かおを見みくらべる。

「今いま『バカ』って言いおうとしたわよね？　ＯオーＫケー、ハナビ。カレンのうでをおさえて。わたしが、カレンのこの生なま意い気きな口くちをだまらせるから。」

　ティナちゃんが、まゆをよせて、冷れい静せいに言いった。

「了りょう解かい！」

　あたしはすぐに立たち上あがって、カレンちゃんのうでをおえさる。

「わあ！　ちょっと待まって！　ごめん、ごめん。言いい方かたをまちがえた！　二人ふたりとも、『夜よるカフェ』でいそがしいから、勉べん強きょうはだいじょうぶかなって、心しん配ぱいだったの。」

「心しん配ぱいしてるわりに、うれしそうな顔かおしてるのがバレバレよっ！」

　ティナちゃんがカレンちゃんに飛とびかかると、思おもいっきり身体からだじゅうをくすぐった。きょうは愛あい子こさんの仕し事ごとの都つ合ごうで、『三さん丁ちょう目めカフェ』はお休やすみ。

　だから心こころ置おきなく、ティナちゃんとあたしはカレンちゃんをくすぐった。

「ごめんなさいっ！　やめて、くすぐったい！　きゃあ～。」

　勉べん強きょうはそっちのけで、三人にんできゃーきゃーとさわいでいるところに、愛あい子こさんが顔かおを出だした。

「三人にんとも、ちょっといいかしら？」

「愛あい子こさん、どうしたの？」

　あたしたちは、何なに事ごともなかったかのように、さっと席せきにすわりなおした。愛あい子こさんも、あいている席せきにすわる。

「きのうの『夜よるカフェ』に来きてくれていた子このお母かあさんから、連れん絡らくがあったの。」

　あたしは、その電でん話わがどんな内ない容ようだったのか、わかった。

「ミウちゃんのことだよね？」

　確かく認にんすると、愛あい子こさんはしずかにうなずいた。

「ええ。きのうの夜よる、お子こさんから、ミウちゃんたちの話はなしを聞きいたみたい。子こどもをあずけるのが心しん配ぱいだから、しばらくお休やすみさせてほしいって。」

「ええっ!?　お休やすみ？」

　クレームは来くるかもしれないと思おもっていたけれど、実じっ際さいにお休やすみしたいと言いわれると、少すこしショックだ……。

　ティナちゃんが大おおきなため息いきをつく。

「愛あい子こさん！　ミウちゃんが来くるのは、ぜったいにことわれないの？　毎まい回かい、あの車くるまに乗のって登とう場じょうしていたら、また近きん所じょから、クレームを言いう人ひとが出でちゃうわよ。『不ふ良りょうのたまり場ばになってる。』って言いいだす人ひとだって、いるかもしれないし。

　そうなると、『小しょう学がく生せいナイト』なんて、来くる子こがいなくなるわよ。『中ちゅう学がく生せいナイト』だって、カレンやナナミは完かん全ぜんにミウちゃんのことをこわがっているし。毎まい度どあの調ちょう子しでやられたら、みんなもいやになる。カレンもそう思おもうでしょ？」

　テーブルに身みを乗のり出だし、最さい後ごにカレンちゃんを見みた。

「うん、そう思おもう。小しょう学がく生せいたちもこわがってたもん。わたしも、舌した打うちされたし……。」

　カレンちゃんは肩かたをすくめる。

「そうね。残ざん念ねんだけど、わたしは、次じ回かいの『小しょう学がく生せいナイト』はお休やすみにしたほうがいいと思おもうの。」

　テーブルの上うえで手てをくんで、愛あい子こさんはあたしを見みた。

「……そうだね、しょうがないよね……。」

　あんなことがあったからには、しかたがない……。でもなんだかくやしい。せっかくうまくいってたのに。

「だいじょうぶよ、ハナビ。お母かあさんたちにもちゃんと説せつ明めいしていけば、わかってもらえると思おもうわ。だからこの件けんは、わたしがあずかるわね。」

　うつむいているあたしに、愛あい子こさんはなおも話はなしつづける。

「それから、ミウちゃんのことなんだけど、わたしも、みんながほんとうにいやだったら、おことわりしてもいいと思おもっているの。」

「えっ？」

　思おもわぬ言こと葉ばに、あたしは顔かおを上あげる。

「ただ、今いまのミウちゃんはたしかにあれているけど、前まえはそうじゃなかったのよ……。」

「ほんと～？」

　カレンちゃんが、うたがわしそうにたずねる。

「わたしはミウちゃんが生うまれたばかりのころから、誕たん生じょう日びやクリスマスに、わたしが描かいたイラストつきのカードを送おくっていたの。

　ミウちゃんはそれをすごくよろこんでくれてね、ミウちゃんのお母かあさんの話はなしだと、その時じ期きになるといつもポストの前まえで、わたしのカードが届とどくのを待まってたって。

　小しょう学がく五年ねん生せいごろまではお返へん事じもくれてたのよ。わたしのイラストが大だい好すきだって。大人おとなになったら、自じ分ぶんもイラストレーターになりたいって言いってくれてたの。」

　愛あい子こさんはなつかしむように、ほほえむ。

「信しんじられない……。」

　ティナちゃんとカレンちゃんが、同どう時じにおどろいて、目めを大おおきく開あける。

「じゃあ、どうして、こんなことになっちゃったの？」

　あたしもふしぎに思おもって、愛あい子こさんに聞きいた。

「わたしも、くわしいことはわからないの。ただ、ミウちゃんのご両りょう親しんはミウちゃんに対たいして、かなりきびしかったみたいで、ミウちゃん、ちょっと息いき苦ぐるしかったんじゃないかしら。」

「ああ、よく聞きく話はなしだわ。」

　ティナちゃんはうでをくんで、深ふか々ぶかとうなずく。

「今いま、ここにいない、リョウマ君くんやナナミちゃんにも、ミウちゃんのことをどうしたいか、聞きいてもらえるかしら？　えんりょせず、正しょう直じきな思おもいをね。」

「うん。わかった。」

　あたしが答こたえると、愛あい子こさんはカフェを出でていった。愛あい子こさんがいなくなってすぐ、

「まあ、わたしも、ママに反はん抗こうしまくってた時じ期きがあるから、わからなくもないわ。」

　ティナちゃんは、なっとくしたように言いった。

「そうなるだけの理り由ゆうがあるってことなんだね……。」

　あたしもうなずく。

「だからって、人ひとにめいわくかけていいって理り由ゆうにはならないわよ！　こんな住じゅう宅たく街がいのカフェに、あんな車くるまで騒そう音おん立たてて来くるなんて、非ひ常じょう識しきすぎっ！」

　ティナちゃんが目めをカッと見み開ひらいて断だん言げんする。

「そうそう、舌した打うちもね。」

　カレンちゃんが、すかさずつけくわえた。

「とにかく、あたしも少すこし、考かんがえてみる。リョウマ君くんやナナミちゃんにも連れん絡らくするね。」

　愛あい子こさんから聞きいた話はなしがおどろきで、今いまのあたしはそう答こたえるのがやっとだった。だって、まるでちがう二人ふたりのミウちゃんがいるみたいなんだもん。

　その日ひの夜よる、あたしはナナミちゃんやリョウマ君くんにも、愛あい子こさんから聞きいた話はなしをＬＩＮＥラインで伝つたえた。そのとき、ふと、ヤヤコなら、なんて答こたえるだろう、と気きになった。

　ヤヤコにＬＩＮＥラインを送おくるのは気きが引ひけるので、明日あした学がっ校こうで聞きいてみることにした。




　翌よく日じつの金きん曜よう日び。あたしはヤヤコに話はなしかけるタイミングをさがした。だけど、学がっ校こうでのヤヤコは、人ひとをまったくよせつけないオーラをはなっていて、なかなか話はなしかけられない。

　昼ひる休やすみをねらって、給きゅう食しょくをいそいで食たべた。けれど、ふりかえると、教きょう室しつのどこにもヤヤコの姿すがたは見みあたらず、美み和わがこれ見みよがしに大おおきな声こえで笑わらい、クラスの男だん子したちと楽たのしそうにしゃべっていた。ヤヤコ、どこに行いったんだろう？

　教きょう室しつを出でて、ヤヤコが行いきそうな場ば所しょを、手て当あたり次し第だいにさがすことにした。だけど、考かんがえてみれば、そんな場ば所しょは思おもいうかばない。

　どうしよう、このままじゃ昼ひる休やすみが終おわっちゃう。

　気き持もちがあせりだしたとき、ふいに、体たい育いく館かんからドリブルの音おとが聞きこえてきた。その音おとに引ひかれるように、あたしは体たい育いく館かんへ続つづくわたりろうかをわたった。

　開あいているドアから中なかをのぞくと、ヤヤコがひとりで、シュート練れん習しゅうをしている姿すがたが見みえた。最さい近きん、昼ひる休やすみに姿すがたを見みかけないと思おもったら、ここで練れん習しゅうをしていたんだ……。

　ヤヤコが打うったロングシュートがゴールのバックボードにはねかえって、ちょうどあたしの真ま正しょう面めんに向むかって、飛とんできた。あわててボールをキャッチする。

　顔かおを上あげると、あたしをにらむように見みているヤヤコと、目めが合あった。

　うっ、ちょっとこわいけれど、今いましかないっ！

「あのさ、小こ林ばやしさん。ちょっといいかな？」

「なに？」

　いやそうな声こえで、ヤヤコが答こたえる。

「えっと、あの──。」

「ねえ、時じ間かんないから、早はやくしてよ。ボールも返かえして。」

　ヤヤコはイライラした様よう子すで、せかす。

「わっ、そうだね。ごめん！」

　あたしはヤヤコにボールをわたし、なるべく短みじかく、ミウちゃんの話はなしを伝つたえた。ヤヤコはバスケットボールを人ひとさし指ゆびの上うえでくるくるとまわしながら、興きょう味みがなさそうな顔かおで、聞きいている。
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「みんなが、どうしてもいやだったら、愛あい子こさんのほうからミウちゃんに連れん絡らくするって。」

　あたしが言いい終おえると、

「べつに、わたしはいやじゃない。」

　ヤヤコはサラッと答こたえ、

「なんか、わからなくもないし。」

　ぼそっとつぶやいた。

「わからなくもない……？」

　あたしが首くびをかしげると、ヤヤコはめんどくさそうに答こたえる。

「そもそも、ほんとうにいやだったら、わざわざ『夜よるカフェ』になんて、来こないでしょ。はい、時じ間かん切ぎれ。」

　ぴしゃりと言いって、そのまま練れん習しゅうにもどってしまった。

「練れん習しゅう、がんばってね。」

　体たい育いく館かんを出でるときに声こえをかけたけれど、聞きこえたのか聞きこえていないのか、ヤヤコはちらりともふりむかずに、シュートを打うった。

　ゴールリングにはじかれ、遠とおくへ飛とんでいったボールを、ゆっくり歩あるいて取とりに行いく姿すがたが、少すこしさびしそうに見みえた。

　ヤヤコだって、あれだけ文もん句くを言いっても、わざわざ『夜よるカフェ』に参さん加かするのは、クラスでも部ぶ活かつでも、居い場ば所しょがないからなのかもしれない。ミウちゃんももしかしたら、そうなのかな。

『わからなくもない。』そう言いったヤヤコは、自じ分ぶんとミウちゃんを、かさねたのかもしれない……。

　だとしたら、ミウちゃんにとっても、ヤヤコにとっても、せめて『夜よるカフェ』が居い場ば所しょになったらいいな。

　あたしはすぐに、かくし持もっていたスマホを出だして、カレンちゃん、ナナミちゃん、ティナちゃん、リョウマ君くんそれから愛あい子こさんに一いっ斉せい送そう信しんした。

　あたし、やっぱり、ミウちゃんがまた来きたいと思おもってくれるなら、来きてほしい。だから、こちらからはことわりたくない。




　週しゅう末まつは、カレンちゃんとティナちゃんが愛あい子こさんちに泊とまりにやってきて、試し験けん勉べん強きょう合がっ宿しゅくをした。

　カレンちゃんがかもし出だす〝わたし、勉べん強きょうできる〟オーラに、ティナちゃんは毎まい回かい腹はらを立たてたけれど、教おしえ方かたはいがいとじょうずで、おさえるべきポイントをバッチリ教おしえてくれた。

　おかげで、絶ぜつ望ぼう的てきかと思おもわれた期き末まつ試し験けん期き間かんも、すがすがしく登とう校こうすることができ、なんとか希き望ぼうを感かんじて終おえることができた。

　そんななか、リョウマ君くんとアヤメちゃんから、第だい一志し望ぼう校こう合ごう格かくのニュースが飛とびこみ、水すい曜よう日びの『夜よるカフェ　中ちゅう学がく生せいナイト』は、みんなで〝合ごう格かく祝いわいたこ焼やきパーティー〟をしようということになった。

「ねえ、ハナビ。もしもきょう、ミウちゃんが来きちゃったら、どうする？　せっかくのお祝いわいムードが、だいなしになる気きがする。」

　水すい曜よう日び、お祝いわい会かいの準じゅん備びをしている最さい中ちゅう、ティナちゃんが、脚きゃ立たつの上うえからあたしを見みて言いった。きょうはリョウマ君くんとアヤメちゃんのために、あとで手て作づくりのくす玉だまをわる予よ定ていだ。

　たしかに、ミウちゃんは来くるだけで、その場ばの空くう気きをこわすくらいの破は壊かい力りょくを持もっている。

「それにきょうは、ひさしぶりにアヤメちゃんも来くるじゃない。下へ手たすると、ミウちゃん[image: ]バーサスアヤメちゃんなんてことになりかねないわよ。」

　ティナちゃんは、鼻はなの穴あなをふくらまして、言いい切きった。

　アヤメちゃんは、ティナちゃんやヤヤコに負まけずおとらずの気きの強つよさ。もし、ミウちゃんが危き険けんな発はつ言げんをしてしまったら？　最さい初しょにミウちゃんが来きたときのヤヤコのように、だまって見み過すごすか、もしくは全ぜん面めん的てきに対たい抗こうしてしまうかもしれない。

「たしかに心しん配ぱいだよね……。」

　あたしの声こえはだんだんと力ちからをうしなっていく。キッチンでたこ焼やきの具ぐ材ざいを準じゅん備びしているカレンちゃんとナナミちゃんが、しんけんな顔かおでうなずいている。

「そうだよ。ああいう、〝ヤンキー〟タイプって、メンツがだいじじゃん。ほら、ヤンキーマンガとか読よんでると、プライドが高たかいのが多おおくてさ、みんなの前まえで、あんなふうにやられちゃうと、別べつの日ひに、さらに人にん数ずうを増ふやして、なぐりこみに来きたりして。」

　カレンちゃんはおどすように、ナナミちゃんを見みながら話はなす。

「それ、ありうるわ。ハナビ、きょう、もしミウちゃんが来きて、そんなことになったら、わたしを止とめないでよ。きょうこそ、バシッと言いってやんなきゃ！　やっぱり、おたがいに思おもってることは、はっきりさせておいたほうがいいのよ。」

　ティナちゃんがこぶしで胸むねをたたいてみせた。すると、カレンちゃんがフライパンをバットのように、にぎってみせる。

「いざというときは、わたしも戦たたかえるように、がんばるからっ。」

「ちょ、ちょっと、二人ふたりとも、こわいこと言いわないで！　ミウちゃんは〝ヤンキー〟じゃないし、なぐりこみの戦たたかいとかじゃないからっ。フライパンはいらないってば。」

　あたしは、もり上あがっていく二人ふたりを止とめた。

「とにかく、もし来きてくれたら、あたしは歓かん迎げいする。それに、前まえのように、むりやりこっちのテーブルにおいでよ、とかは言いわない。来きてくれたってことは、やっぱりそれなりに『来きたい』って思おもってくれているからだし。」

　自じ分ぶんに言いい聞きかせるように、あたしは力ちからをこめて話はなした。ずっとだまっていたナナミちゃんも、いっしょうけんめいうなずいて聞きいていた。




「ちわーっす！　受うかったぜーーー！」

　六時じを少すこしすぎて、本ほん日じつの主しゅ役やくのリョウマ君くんとアヤメちゃん、それから、受じゅ験けんはなかったけれど、『夜よるカフェ』にはひさしぶりの参さん加かとなるコウヘイ君くんが、三人にんでやってきた。

「合ごう格かくおめでとー！」

　ティナちゃんやカレンちゃん、ナナミちゃんといっしょに、クラッカーをパンパンッと鳴ならして、リョウマ君くんたちを出でむかえた。

「お～。ありがと、ありがとっ！」

　リョウマ君くんがクラッカーから飛とび出だしたリボンを頭あたまからぶらさげて、うれしそうに笑わらう。

「やっと、終おわったーーー！」

　いつもはクールなアヤメちゃんが、リボンを頭あたまにのせたまま、気き持もちよさそうにさけんだ。

「アヤメちゃん、ほんとうに、おつかれさまでした！」

　ティナちゃんが改あらたまって言いう。

「来らい年ねんは、あんたたちの番ばんだからね。せいぜい苦くるしんで、がんばんなよっ。」

　アヤメちゃんはニヤッと笑わらい、ティナちゃんの肩かたに手てを置おいた。

「うわ～。それ、今いま、言いっちゃう？」

　ティナちゃんが苦にが笑わらいをうかべる。

「まっ、とりあえず、乾かん杯ぱいからはじめますか。」

　リョウマ君くんが明あかるく声こえをかけ、みんながお祝いわいムードのなか、テーブルへ移い動どうしようとしたとき、ガチャッとまたドアが開あく音おとがした。

　とっさにふりかえると、

「わっ、火か薬やくくさっ。」

　ミウちゃんが、いやそうに手てであおぎながら、カフェに入はいってきた。

　ドアのすきまからふきこんだ冷つめたい風かぜが、カフェじゅうの熱ねっ気きを一いっ瞬しゅんで、うばってしまった。





８　いい子こちゃん？







　わいわいとした楽たのしいお祝いわいムードから一いっ転てん、しーんと張はりつめた空くう気きのなか、ミウちゃんが口くちを開ひらいた。

「なに？　きょうも、また追おいかえすわけ？」

　ミウちゃんはジロッとにらみつけるように、あたしを見みる。

「とんでもないっ。」

　あたしはあわてて、ミウちゃんに近ちかよった。

「あのっ、いらっしゃい。あっ、えっと、中なか園ぞの美み羽うちゃんです。」

　まだ会あったことがなかった、コウヘイ君くんとアヤメちゃんに視し線せんを送おくり、あたしはミウちゃんを紹しょう介かいした。

「『やっかい者ものなんで、できれば来こないでほしかった。』って正しょう直じきに紹しょう介かいすれば？」

　ミウちゃんは冷ひややかに笑わらう。

「そんなことないっ。」

　とっさに大おお声ごえで言いった。けれど、

「あ～。」

　アヤメちゃんが小こ声ごえでつぶやき、となりにいるコウヘイ君くんを横よこ目めで見みた。それにこたえるように、コウヘイ君くんが首くびをたてにふった。ここのところ、『夜よるカフェ』グループＬＩＮＥラインでさわがれていた、〝ウワサのミウちゃん〟を目まの当あたりにして、なっとくした様よう子すだ。

「きょうは、あの車くるまに乗のった仲なか間まは来きてねえよな？」

　リョウマ君くんは真しん剣けんな顔かおで、窓まどの外そとの様よう子すを確かく認にんすると、

「よしっ。じゃあ、全ぜん員いんそろったし、乾かん杯ぱいすっか！」

　気きまずい空くう気きをやぶるように、カラッと明あかるい声こえを出だした。

「そ、そうだね。きょうはね、リョウマ君くんと、藤ふじ本もと彩あや芽めちゃんの合ごう格かく祝いわいパーティーなの。」

　あたしもリョウマ君くんに続つづき、なるべく明あかるい声こえでミウちゃんに説せつ明めいした。けれど、あいかわらず、うんともすんとも言いってもらえない。その沈ちん黙もくにたえられず、

「ねっ!?」

と、となりにいたカレンちゃんに話はなしをふった。急きゅうに話はなしかけられて、カレンちゃんはおどろいた顔かおであたしを見みる。

「そ、そうなんですよ～。えっと、メニューはたこ焼やきで～す。」

　カレンちゃんはミウちゃんの顔かおを見みないで、あたしに向むかってしゃべる。ミウちゃんは冷さめた目めで、そんなあたしたちを見みながら、『ふん。』と鼻はなで笑わらい、ソファ席せきへすわった。

　二週しゅう間かん前まえの『中ちゅう学がく生せいナイト』に参さん加かしたメンバーは、苦にがい表ひょう情じょうで顔かおを見みあわせる。ダメだ、あのときとまた同おなじ状じょう況きょうにはさせないっ。

「じゃ、じゃあ、たこ焼やき、焼やきはじめよっか！」

　あたしは声こえをはり上あげて、今こん度どはティナちゃんを見みた。けれどティナちゃんは、ソファ席せきにすわったミウちゃんをこわい顔かおで見みている。

『少すこしでもへんなことしたら、容よう赦しゃしないからっ。』──そんな声こえが聞きこえてきそうだ。

「たっこ焼やき♪　たっこ焼やき♪」

　ミウちゃんがソファ席せきにすわり、距きょ離りができたことで、少すこし元げん気きをとりもどしたカレンちゃんが、重おもいふんいきを少すこしでももり上あげようと、リズムをつけて口くちずさんだ。ナナミちゃんも合あわせて口くちずさみながら、セッティングされたテーブル席せきへ行いき、たこ焼やきプレートのスイッチを入いれる。

「えっと、ジュース、取とってくるね。あの、たこ焼やきは焼やけたら、持もってくるから。」

　あたしはミウちゃんに声こえをかけると、ドリンクがならんでいるカウンター席せきへ行いった。すると、ティナちゃんがあたしの後うしろから来きて、ガッとうでをつかみ、そのまま引ひきずるようにキッチンの中なかへ連つれこんだ。

　ほかのみんなからは見みえないようにしゃがみこみ、小こ声ごえでつめよる。

「ちょっとハナビ、『いらっしゃい。』じゃないわよ！　やっぱり言いったとおりじゃない。このままだと前まえと同おなじことになるわよ。」

　大おおきな声こえを出だせないぶん、ティナちゃんがどんどん顔かおを近ちかづけてくる。

「う、うん……。でも、このあいだ、あんなことがあっても、また来きてくれたんだし、もうちょっと様よう子すを見みてみようよ。」

　あたしもティナちゃんに顔かおを近ちかづけ、力ちからをこめて言いった。ティナちゃんは眉み間けんにしわをよせる。

「きょうの主しゅ役やくは、アヤメちゃんとリョウマ君くんだからね。この前まえみたいに、あの子こだけ特とく別べつあつかいはなしよっ。パーティーをだいなしにするようなことをしたら、わたしもだまってないから。」

　ティナちゃんはバシッと言いい切きって、キッチンを出でていった。

　あたしはおそるおそる立たち上あがると、カウンターで飲のみ物ものをついでいるカレンちゃんからグラスをふたつ受うけとり、ソファにすわっているミウちゃんにわたす。

「じゃあ、リョウマ君くん、アヤメちゃん。合ごう格かくおめでと～！　かんぱ～い！」

　なんとはなしに張はりつめた空くう気きをやぶりたくて、あたしは明あかるい声こえで言いった。

　なんとかお祝いわいパーティーははじまったけれど、ミウちゃんはこちらをちらりとも見みずに、スマホをいじりながらジュースを飲のみ、ティナちゃんはそれを遠とおくから見みはっている。

　ど、どうしよう……。いつ暴ぼう言げんが飛とび出だしてもおかしくないミウちゃんと、いつキレちゃってもおかしくないティナちゃん……。

　きょうの主しゅ役やくのアヤメちゃんだって、おこりだしたらかなりこわいし……。ど、どうなっちゃうの……？




　たこ焼やきが焼やきあがりはじめたころには、ようやく少すこし、張はりつめた緊きん張ちょうはやわらいできたけれど、みんなの目め線せんのかたすみには、いつもミウちゃんが映うつっていた。

「ちょっと、ハナビ。」

　ふいに、キッチンにいるティナちゃんが、あたしをよんだ。みんなから見みえないようにしゃがみこみ、手て招まねきをする。あたしが近ちかづき、しゃがみこむと、

「くす玉だま、そろそろよね？」

　ティナちゃんが目めを光ひからせた。

「うん。そうだよ。なにか問もん題だい？」

　ティナちゃんに言いわれて、くす玉だまの存そん在ざいを思おもい出だした瞬しゅん間かん、

「ああっ！」

　大おおきな問もん題だいに気きがついて、そっとミウちゃんを見みた。

　あとでリョウマ君くんたちにわってもらう予よ定ていのくす玉だまが、ミウちゃんの真ま後うしろにあるっ！

「ティナちゃん、どうしようっ！」

「どうしようも、こうしようもないわよ。どいてもらうしかないでしょ。」

　ティナちゃんがすっと立たち上あがり、キッチンを出でていこうとする。その手てが、力ちからをこめるようにギュッとにぎられたのを見みて、ティナちゃんの手てにすがりついた。

「ちょっと待まって！　あたしが行いく！」

　不ふ満まんげなティナちゃんを残のこして、あたしはミウちゃんに近ちかよった。

「あ、あのね。これからこの上うえのくす玉だまをわるんだ。だから、席せき、向むこうに移い動どうしてもらってもいいかな？　たこ焼やき、アツアツのものが食たべやすくなる──。」

「とか言いって、ようするにじゃま者ものはどけってことね。はいはい。」

　あたしの言こと葉ばをさえぎって、ミウちゃんは冷ひややかな目めであたしを見みる。

「そんなこと言いってないよ！　ミウちゃんは、じゃまなんかじゃない！」

　あたしはきっぱりと言いった。いつのまにかみんなの会かい話わがやみ、声こえが響ひびきわたる。ミウちゃんは、あたしの顔かおをさぐるようにじっと見みつめ、

「ねえ、それ、本ほん気きで言いってる？　えっ？　おバカさんなの？　どっからどう見みたって、わたし、じゃま者ものあつかいされてるよね？」

　冷つめたく笑わらって、みんなの顔かおを見みまわした。

「はあ？　そうさせてんのは、あんたのほうでしょ？」

　すぐに声こえをあげたのは、ティナちゃんだった。

「やっと本ほん性しょう、出だしたよ。」

　ミウちゃんはつぶやき、ソファの背せもたれにひじをついて、近ちかづいてくるティナちゃんをよゆうの表ひょう情じょうで見みている。ティナちゃんはミウちゃんの前まえに来くると、

「わたしはもとから、本ほん性しょう丸まる出だしで、あんたのことをきらってたけど？　えっ、おバカさんなの？　今いま、気きづいた？　でも、よかった。これでやっと、がまんせずに言いいたいことが言いえるわ。」

　うすら笑わらいをうかべて答こたえる。ミウちゃんから笑えみは消きえ、ティナちゃんをにらみかえした。
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「最さい初しょから、うさんくさい場ば所しょだと思おもったよ。みんな笑え顔がおで、『いらっしゃい。』なんて、気き持もち悪わるっ。」

「じゃあ、なんで毎まい週しゅう、来くるわけ？　わたしたちはさそっちゃいないのに。」

「だれが来きたくて来くるかよ、こんなとこ。愛あい子こさんに、ムリにさそわれたからにきまってんじゃん。しかたなく来きてんだよ。」

「なに、人ひとのせいにしてんのよ。ダッサ～。愛あい子こさんのせいにしちゃダメでしょ。」

　ティナちゃんがうでをくんで言いう。

「はぁ？　あんたなんかに、なにがわかるんだよっ。なんにも知しらねえくせに。」

　ミウちゃんはスマホをバンッとソファにたたきつけて、立たち上あがった。それをむかえうつように、ティナちゃんがもう一歩ぽ前まえに出でる。

「わかるわけないじゃない。わかってほしいなら、ちゃんと言いいなさいよ。なにも言いわないくせに、反はん抗こうするだけして、『なんにも知しらねえくせに。』って、そりゃムリな話はなしよ。」

「なんであんたらに、わざわざ言いわなきゃいけねえんだよ。」

　ハラハラして見みていたあたしだけれど、思おもわず二人ふたりの前まえにすすみ出でる。

「そっ、そうだよね。ミウちゃんにも、いろんな事じ情じょうがあるんだよね。そこはムリに聞きかなくても、わかってあげようよ。」

「ちょっと、ハナビ。どっちの味み方かたなのよ！」

　ティナちゃんがジロッとあたしを見みる。

「どっちもよっ。」

　あたしは必ひっ死しに、ティナちゃんの両りょう肩かたをおさえて、うったえた。ところが、

「はっ？　『わかってあげよう。』って、その上うえから目め線せん、ほんと、ムカつく。」

　ミウちゃんがククッと笑わらって、あたしをにらんだ。

「いい子こちゃんの、そういう上うえから目め線せん。腹はら、立たつんだよっ。」

　ミウちゃんがあたしの肩かたをドンッとおした。

「べ、べつに上うえからじゃない──。」

　言いいかけたとき、

「それ、わかるわあ。」

　とつぜんヤヤコの声こえがして、ふりかえる。カフェの入いり口ぐちに、ヤヤコが立たっていた。いつからそこにいたのか、すずしい顔かおでコートをぬぎながら、歩あるいてくる。

「いい子こぶって、『受うけ入いれなきゃ。』『わかってあげなきゃ。』とか言いって、それって、結けっ局きょくは、こっちをバカにしてんじゃないのって感かんじ。」

　ヤヤコは目めを細ほそめて、あたしを見みる。すかさずミウちゃんが口くちを開ひらく。

「ほんと、それっ。はじめからバカにして、話はなしなんか聞きく気きもないし、『めいわく、かけんな。』とか思おもってるくせに、やたらとニコニコして、きげんだけは、うかがいに来くんの。」

「ちょっと、なんでハナビがせめられなきゃいけないのよ！　だいたい、ヤヤコ、あんたはこの話はなしに関かん係けいないでしょ──。」

　ティナちゃんがすぐにあたしをかばった。

「関かん係けいなくない。ムカついてるのは、わたしも同おなじだし。」

　ヤヤコはとんがった目めを細ほそめて、あたしを見みる。ティナちゃんがあたしの前まえに立たって、ヤヤコに言いいかえす。

「あんたの場ば合あいは、ただの八やつ当あたりでしょ？　自じ分ぶんが部ぶ活かつではぶられて、イラついてるだけじゃない。二人ふたりして、ハナビのせいにしてんじゃないわよ。」

「はあっ!?」

　ヤヤコのまゆが一いっ気きにつりあがる。三人にんの言いいあらそう声こえを聞ききながら、あたしの胸むねのおくから思おもいがこみあげてくる。

「じゃあ、聞きくけど、いい子こぶるって、どういうこと？」

　たえられなくなって、口くちから飛とび出だした。

「受うけ入いれなきゃって、思おもっちゃいけないわけ!?　だって、うそじゃなく、ほんとに、そう思おもったんだもん。ダメなの？　いけないこと？　思おもっちゃうんだから、しょうがないじゃない！」

　つきあげてくる思おもいで、声こえがふるえる。

「それに、バカになんかしてない！　するわけないっ。ミウちゃんも小こ林ばやしさんも、ここに来きてくれてうれしかったから、仲なかよくなりたいって、そう思おもっただけよ。だから、どんなことでも受うけ入いれたいって思おもった。これって、いい子こぶってるの!?」

　あたしは、ミウちゃんとヤヤコ、それぞれを見みて言いった。

「…………」

　みんながだまりこんでいるなか、

「べつに、ハナビはいい子こぶってなんかねえよ。」

　さっきから、ずっと静しずかに様よう子すを見みていたリョウマ君くんが声こえをあげた。

「まあ、見みる人ひとによっちゃ、きれいごとをならべて、いい子こぶってるようにしか思おもえねえよな。だけど、ハナビの場ば合あいは、ただのお人ひと好よしで、本ほん気きでそう思おもってるんだよ。

　だから、この『夜よるカフェ』ができたわけだし。小こ林ばやしとミウがここに来こられてるのも、もとは、ハナビが〝いい子こちゃん〟のおかげなんだぜ。でなきゃとっくに、ことわってるよ。」

　リョウマ君くんはそう言いって、手てに持もっていた食たべかけのたこ焼やきを、パクッと口くちに入いれた。すると、ティナちゃんがハッと思おもい出だしたように、手てを打うった。

「あっ、たしかに。わたしがクラスでいじめられて、サブバッグを捨すてられたとき、それをひろったハナビが、話はなしたこともないわたしのところに、わざわざせんたくして、修しゅう理りまでして持もってきたのよ。あれにはびっくりしたわ。」

「なっ。最さい初しょは『本ほん気きかよ!?』っておどろくし、たま～にお節せっ介かいだけど、〝いい子こちゃん〟も悪わるくねえよ。」

　リョウマ君くんはあたしを見みて、ふっと笑わらった。胸むねがじわじわとあつくなる。

　あたしは少すこしドキドキしながらミウちゃんとヤヤコの顔かおを見みた。二人ふたりは、あたしから視し線せんをそらせて、それ以い上じょうはなにも言いわなかった。

「ところで、小こ林ばやし、今こん度どのバスケの試し合あいはだいじょうぶか？　メンバー、みんな、おまえの言いうこときかなくなってるだろ。練れん習しゅうも休やすんでいるみたいじゃないか。」

　リョウマ君くんがたこ焼やきを食たべながら、ヤヤコに聞きいた。

「バスケ？」

　ミウちゃんがハッとしたように、ヤヤコのほうに顔かおを向むけた。





９　バスケットボール部ぶ







「えっ？　なに？」

　ヤヤコがミウちゃんを見みた。

「……べつに。」

　ミウちゃんはプイッと横よこを向むく。ミウちゃんがこんなふうに、だれかの話はなしに反はん応のうしたのははじめてだから、少すこしおどろいた。

　けれど、みんなの注ちゅう目もくはヤヤコからはなれず、だまって答こたえを待まっている。ヤヤコはそんなみんなの視し線せんをあびながら、ひとつ息いきをはくと、

「試し合あいは、やります。」

　しずかに答こたえた。リョウマ君くんは、じっとヤヤコを見みている。

「でも、バスケ部ぶのメンバーがそろわねえと、試し合あいなんかできねえぞ。」

「……試し合あいまでにはそろえます。」

　少すこし間まを置おいて答こたえたヤヤコに、

「ほんとうに、できるのか？」

　リョウマ君くんは、なおもつっこんで聞きいた。

「一、二年ねんの連れん中ちゅうはみんな、吉よし本もとが先せん頭とうに立たって、おまえに逆さからって、みんなで『部ぶ長ちょうが来くるなら試し合あいにも練れん習しゅうにも出でない。』って言いってるんだろ？

　おまえひとりでどうすんだよ。ムリなら、早はやめにことわったほうがいいぞ。申もうしこまれた試し合あいをドタキャンなんかしたら、信しん用ようなくすぞ。」

　いつものリョウマ君くんとはちがい、同おなじバスケ部ぶの先せん輩ぱいとして、きびしい表ひょう情じょうをしている。

「……試し合あいはぜったいにやります。」

　ヤヤコは両りょう手てをギュッとにぎりしめた。ヤヤコのすぐそばにいるティナちゃんが、ふりかえって、リョウマ君くんを見みる。

「ねえ、ちょっといい？　試し合あいってなに？　話はなしについていけない。」

「ああ……。」

　リョウマ君くんは、ちらっとヤヤコを見みてから話はなしはじめる。

「来らい週しゅう末まつ、女じょバスが地じ元もとのママさんバスケのチームと試し合あいをするんだよ。公こう式しきの試し合あいじゃなく、まあ、練れん習しゅう試じ合あいみたいなもん。

　だけど最さい近きん、女じょバスはバラバラ状じょう態たいで、小こ林ばやし以い外がいは全ぜん員いん、試し合あいに出でないって言いってるんだ。顧こ問もんも心しん配ぱいして、おれら三年ねんの引いん退たいしたメンバーにも、相そう談だんをしにきたんだよ。」

　リョウマ君くんはまたひとつ、新あたらしいたこ焼やきを口くちに入いれた。けれど、視し線せんはヤヤコからはなさない。

「そうだったんだ……。」

　あたしは小こ声ごえでつぶやいた。そういえば、ここ最さい近きん、ヤヤコとほかの部ぶ員いんたちの関かん係けいがうまくいっていないようだったけれど、そこまで大たい変へんなことになっちゃっていたんだ……。

「ま、おれは引いん退たいしてるし、男だん子しバスケ部ぶで部ぶ外がい者しゃだから。今いまさら、小こ林ばやしの部ぶ長ちょうっぷりに、ダメ出だしするつもりはねえけどな。ほんとうにやりたいなら、メンバーに頭あたまを下さげてでも、もどってきてもらえばいいじゃないか。」

「……それは、もうやりました……。」

　ヤヤコは少すこしうつむいて答こたえた。

「そこまでして……？」

　思おもわず、あたしの口くちから言こと葉ばがこぼれる。

「全ぜん員いんにいっしょうけんめいあやまった。……でも、口くち裏うら合あわせをしている感かんじで、ぜんぜんダメで……。」

　ヤヤコはくやしそうに、くちびるをぎゅっと結むすぶ。リョウマ君くんもみんなもだまりこんでいる。

「あのっ、と、とりあえず、たこ焼やき食たべない？」

　あたしはみんなに声こえをかけた。

「食たべながら、考かんがえるのはどうかな？　ほら、『腹はらがへっては戦いくさはできぬ』って言いうじゃない。だから──。」

　あたしはみんなの顔かおを見みまわして聞きく。すると、ティナちゃんも声こえをあげた。

「そうね。〝戦いくさは〟って、たとえはジジくさいけど、たしかにそうよ。まずは食たべちゃお。」

「おお、食くおう！　小こ林ばやしもそういうことだ。みんな、まずは食くおう。食くってから考かんがえよう。」

　リョウマ君くんがヤヤコに手てまねきをした。けれど、ヤヤコはすぐには動うごかない。ぎゅっとスクールバッグの持もち手てをにぎりしめて立たちつくしている。

　そんなヤヤコに、リョウマ君くんはかさねて言いった。

「早はやく早はやく！」

　そう言いわれてはじめて、ヤヤコはゆっくりとテーブルに近ちかよっていく。

「ミウちゃんも、こっちでアツアツのたこ焼やき食たべよう。」

　あたしはふりかえって、ミウちゃんに声こえをかけた。テーブル席せきでは、ティナちゃんがあいている席せきに新あたらしい箸はしとお皿さらをならべて、ミウちゃんに手て招まねきをする。

　ミウちゃんはいやそうな顔かおで、

「めんどくせっ。」

とつぶやいた。やっぱりダメかって、がっかりしかけたとき、なんと、だらだらと歩あるいてきてテーブル席せきにすわった。えっ？

　わあ……。ミウちゃんが席せきにすわっているよー。

　うれしいのはあたしだけではなく、カレンちゃんとナナミちゃんも、ちらちらと視し線せんを送おくり合あいながら、うれしそうな顔かおをしている。

　これまでこわがって、存そん在ざいを消けすようにだまっていたナナミちゃんとカレンちゃんが、みごとなチームワークでたこ焼やきを焼やいていく。

　あたしはキレイに焼やきあがったたこ焼やきをお皿さらに三つならべて、ソースとマヨネーズをかけたあと、ミウちゃんにわたした。

　ミウちゃんは無む言ごんでお皿さらを受うけとると、ホカホカと湯ゆ気げの出でるたこ焼やきを口くちに入いれた。

「アッツ……。」

　ミウちゃんは熱あつそうに、口くちをほくほくさせる。ひとつ食たべ終おわると、またすぐに、次つぎのひとつをほおばった。よかった。

　気きに入いってくれているみたいだ。思おもわず、ガッツポーズをとろうとした矢や先さき、カレンちゃんがこっそり、こぶしをにぎったのが見みえた。

「まだまだあるから、じゃんじゃん、食たべてね。」

　ミウちゃんに声こえをかけたあと、あたしは疑ぎ問もんをひとつ、思おもい出だした。

「あ、あの、ミウちゃん。ちょっと聞きいてもいい？」

　ミウちゃんはもぐもぐとたこ焼やきを食たべながら、あたしの顔かおをいどむように、にらみつける。

「さっき、〝バスケ〟って話わ題だいが出でたとき、ミウちゃんが聞ききなおしてたよね？　あれって、どうして？　もしかして、ミウちゃんもやってたの？」

　ミウちゃんは少すこし目めを見み開ひらいて、視し線せんをそらした。けれど、

「……中ちゅう一まで。」

　ぽつりと答こたえた。すぐにリョウマ君くんが興きょう味みを持もった。

「おお～、仲なか間まっ！　中ちゅう学がくだけか？　小しょう学がく生せいのころもミニバスとかやってた？」

「いちおう。」

　ボソボソと答こたえるミウちゃんの向むかいの席せきから、ティナちゃんがたずねる。

「ミウちゃんって、どこの中ちゅう学がっ校こうだっけ？　もしかしたら、試し合あいでヤヤコとも会あってるんじゃない？」

「会あってない。」

　ミウちゃんはすぐに答こたえる。

「バスケは福ふく岡おかにいたころだけ。」

「福ふく岡おかの中ちゅう学がくのバスケって、けっこう強つよいんだよな。全ぜん国こく大たい会かいとか優ゆう勝しょうしてるし。あの学がっ校こうはたしか～。」

　リョウマ君くんが箸はしをブンブンふる。するとミウちゃんが、たこ焼やきを口くちに入いれて答こたえる。

「南みなみ福ふく岡おか中ちゅう。」

「そうそう、〝南なん福ふく〟な。さすが地じ元もと、くわしいな。」

「そこに行いってた。」

「はああ!?」

「マジ!?」

　リョウマ君くんがおどろいて、たこ焼やきをのどにつまらせ、ヤヤコは大おおきな声こえをあげ、立たち上あがった。

「めちゃくちゃバスケの名めい門もんじゃん！　そんなところにいたの!?　そうとう、うまいんじゃない？」

　ふだん見みたことがないくらいに興こう奮ふんしたヤヤコが、ミウちゃんに聞きいた。

「……ふつうだよ。」

　ミウちゃんはまんざらでもなさそうに答こたえる。今いまのミウちゃんからは、バスケをいっしょうけんめいやっている姿すがたが想そう像ぞうできない。

　そう思おもったのはあたしだけではないみたいで、カレンちゃんが興きょう味み津しん々しんに言いう。

「え～、そんな名めい門もん校こうにいたのに、どうしてバスケ、やめちゃったの!?」

「もったいないよっ。」

　ヤヤコはおしむように言いう。ミウちゃんはたこ焼やきをもぐもぐしながら、そんなヤヤコの顔かおをじっと見みつめかえす。

「べつに……。バスケなんて、どうでもいい。」

　ヤヤコとミウちゃんをかわるがわる見みていたカレンちゃんが、ヤヤコに聞きいた。

「あのぉ、ヤヤコちゃんはどうして、そんなに試し合あいをしたいの？」

「えっ？」

「地ち域いきのママさんバスケとなんでしょ？　そこまで意い地じをはるような試し合あいとは思おもえなくて、なにかあるの？」

　カレンちゃんは興きょう味み深ぶかそうに、ちょっと、おそるおそるヤヤコを見みた。リョウマ君くんもお皿さらと箸はしを置おき、耳みみをかたむける。

「おれもそれ、知しりたい。」

　ほかのみんなも自し然ぜんと箸はしを置おき、ヤヤコの答こたえを待まった。ヤヤコはぎゅっと結むすんだ口くちもとをゆるめる。

「……相あい手てチームに、わたしがずっとお世せ話わになった人ひとがいるから。その人ひととどうしても試し合あいがしたいだけ。」

「お世せ話わになった人ひと？」

　あたしは思おもわず聞きいた。

「その人ひとがきっかけでバスケをはじめて、今いままで続つづけてこられたのも、その人ひとがずっと応おう援えんしてくれてたから。

　いつかいっしょに試し合あいしたいねって約やく束そくをしていたんだ。だけどその人ひと、北ほっ海かい道どうに引ひっ越こすことになって、今こん度どの試し合あいが最さい後ごのチャンス──。」

「小こ林ばやしぃ！　おまえ、そういう話はなしは早はやくしろよなっ！　めっちゃいい話はなしじゃんか！」

　リョウマ君くんが立たち上あがった。あたしもあとに続つづく。

「ほんとだよ、小こ林ばやしさん！　どうにかしようよ！　最さい後ごの試し合あい、ぜったいにやらなきゃ！」

「でも、メンバーがいない。」

　ヤヤコは、あたしやリョウマ君くんのいきおいにおされて、少すこしこまった顔かおをする。けれど、あたしたちは止とまらない。

「リョウマ君くん、バスケって、何なん人にん必ひつ要ようだっけ？」

　あたしはたずねる。

「五人にんだ。最さい低ていでも五人にんいれば、なんとかなる。」

「五人にんだけでも、バスケ部ぶのメンバーを説せっ得とくできればいいんだよね。小こ林ばやしさん、なんとかならない？　リョウマ君くん、後こう輩はいからはあこがれの『鈴すず木き先せん輩ぱい』なんでしょ？　なんとか、こう握あく手しゅとか、いっしょに写しゃ真しん撮さつ影えいして、さそうとか。」

「なんだ、そのアイドルの営えい業ぎょうみたいな説せっ得とく。できるわけねえだろ。それに、相あい手ては小こ林ばやしに反はん発ぱつしてる吉よし本もとたちだぜ。女じょ子しの結けっ束そく力りょくには、太た刀ち打うちできねえよ。」

　リョウマ君くんと二人ふたりで頭あたまをかかえていると、ティナちゃんがうでをくんでつぶやく。

「五人にんってことは、ヤヤコをぬきにしてあと四人にんね。ほかの運うん動どう部ぶからスカウトするとか？」

　すると、とつぜん、リョウマ君くんがニヤニヤと笑わらいだした。

「ちょっと、なによ。ひとりで気き持もち悪わるい。」

　横よこ目めでティナちゃんが言いうと、リョウマ君くんがうれしそうにヤヤコを見みる。

「小こ林ばやし、よかったな。試し合あいできるぞ。」

「え？　でも。」

「ここにいるじゃねえか、メンバー五人にん。」

　リョウマ君くんがニコニコしながら、あたしたちを見みまわした。

「はあ？」

　ティナちゃんがまゆをよせる。

「バスケ部ぶにこだわる必ひつ要ようはねえよ。まずは小こ林ばやしだろ。」

　リョウマ君くんは言いいながら、ヤヤコのそばへ行いき、その場ばに立たたせる。

「次つぎはハナビだ。」

「え？　あたし!?」

「それから、ティナに、アヤメ！」

　得とく意いげにリョウマ君くんは言いうけれど、すぐにみんなが反はん対たいする。

「ムリよ！　あと一週しゅう間かんしかないのよ、ぜったいにバスケの試し合あいなんて、ムリッ。」

　ティナちゃんが立たち上あがって、リョウマ君くんにつめよる。

「っていうか、なんで、わたしまで入はいってるのよ！　わたし、元もと吹すい奏そう楽がく部ぶだし、部ぶ外がい者しゃもいいとこよ。」

　アヤメちゃんが目めをつり上あげて言いう。あたしもとっさに手てを上あげた。

「リョウマ君くん、あたしも帰き宅たく部ぶだし、バスケなんて、体たい育いくのときしかやったことないし。そもそも運うん動どうオンチだから。」

「おいおい、ハナビ、なに急きゅうに弱よわ気きになってんだよ。それに、アヤメは問もん題だいないよ。見みてたぜ～、毎まい回かい練れん習しゅうの前まえに校こう庭ていランニングしてたろ？　肺はい活かつ量りょうは十じゅう分ぶん！　バッチリじゃねえか。それに、毎まい年としリレーの選せん手しゅにもなってたろ。」

　リョウマ君くんが、だいじょうぶだというふうに、アヤメちゃんの肩かたを軽かるくたたく。アヤメちゃんは少すこし赤あかくなったけど、すぐにリョウマ君くんをにらむ。

「はあ？　そんな理り由ゆうで!?　バスケ部ぶがひとりだけで、畑はたけちがいの吹すい奏そう楽がく部ぶと、あとの二人ふたりはド素人しろうと。そんなメンバーじゃ、試し合あいになんかならない。」

「まあまあ。最さい後ごまで聞きけって。あとはスペシャルな助すけっ人とがいるだろ。」

　リョウマ君くんはほかのメンバーを見みまわすと、カレンちゃんのとなりにすわっているミウちゃんに声こえをかけた。

「五人にん目めはミウだ！　公こう式しき試じ合あいじゃないから、ひとりくらい学がっ校こうがちがうヤツがいるってバレたところで、さほど問もん題だいはないだろ。おれと小こ林ばやしで顧こ問もんには説せつ明めいしておくから。だから、ひさしぶりにバスケ、やろうぜ。」

「はっ？　いやにきまってんじゃん。」

　みんなの期き待たいを無む視しして、ミウちゃんはすぐにことわる。リョウマ君くんが両りょう手てを合あわせてお願ねがいする。

「そう言いうなって。ここは人ひと助だすけと思おもって、なっ！」

　みんなのやりとりを、だまって聞きいていたヤヤコが、リョウマ君くんのとなりに立たって、

「よろしくお願ねがいしますっ。」
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　ミウちゃんや、あたしたち全ぜん員いんに頭あたまを下さげた。苦にがい顔かおをしていたミウちゃんは、

「……まっ、少すこしだけなら。」

　眉み間けんにしわをよせ、しぶしぶ答こたえた。

「言いっとくけど、ド素人しろうとだからね。ヤヤコの思おもいどおりには動うごかないわよ。それでもいいなら……。やるっきゃないわね。」

　ティナちゃんはふうっと息いきをはいて、あたしたちの顔かおを見みまわした。目めが合あったアヤメちゃんも、うなずく。

「こうなりゃ、しかたないね。」

「なんだか、こうしてならんでみると、いけそうな気きがしてきた！」

　リョウマ君くんのニコニコ顔がおにつられて、あたしもなんだか楽たのしくなってくる。

「だろ？　試し合あいは来らい週しゅう末まつだ。それまでのあいだ、おれがみっちりコーチしてやる！」

「ほんとですか!?」

　リョウマ君くんファンのヤヤコは、ここでやっと笑え顔がおを見みせる。リョウマ君くんは笑え顔がおでうなずき、手てをパンッと打うった。

「よっしゃ！　きまり！　じゃあ、まず円えん陣じんでもくんどくか。」

「すっげぇ！　まさかの展てん開かい！」

　コウヘイ君くんが大おお声ごえで言いい、立たち上あがった。

「そうだ！　ティナちゃん！　今いま、やっちゃおう！」

　あたしはくす玉だまを思おもい出だし、ティナちゃんに声こえをかける。

「アヤメちゃん、リョウマ君くん、二人ふたりとも、こっちに来きて。このヒモを引ひいて。」

　あたしはくす玉だまの下したへ行いき、ぶらさがっているヒモを見みせた。

　みんなでくす玉だまの前まえに集あつまって、アヤメちゃんとリョウマ君くんがくす玉だまのヒモを引ひくと、天てん井じょうにつるしていたくす玉だまがわれて、中なかからキラキラした紙かみ吹雪ふぶきといっしょに、『おめでとう！』と書かかれた、たれ幕まくがふってきた。

「リョウマ君くん、アヤメちゃん、合ごう格かくおめでとーー！」

　みんなで歓かん声せいをあげる。リョウマ君くんは紙かみ吹雪ふぶきを顔かおいっぱいで受うけながら、

「うっしゃーー！　来らい週しゅう末まつは試し合あい後ごの祝しゅく勝しょう会かいだぜ！　がんばるぞー！」

　かけ声ごえをあげた。

「おーー！」

　あたしたちもいっしょに、こぶしを天てん井じょうにつきあげた。





10　六本ぽんのミサンガ







『夜よるカフェ』の翌よく日じつ、ヤヤコとリョウマ君くんをはじめ、ティナちゃん、アヤメちゃん、あたしという同おなじ学がっ校こうのメンバーがバスケ部ぶの顧こ問もんの先せん生せいに、交こう流りゅう戦せんのことについて、お願ねがいに行いった。

「まあ、公こう式しきの試し合あいじゃないし、相あい手てはこの地ち域いきのママさんチームだ。とくに問もん題だいはないとは思おもうが……。このままだと、バスケ部ぶの分ぶん裂れつがもっとはげしくなるんじゃないかな。」

　うでぐみをした先せん生せいは、天てん井じょうを見みあげて言いった。すると、ヤヤコが思おもいつめた表ひょう情じょうで、先せん生せいのほうにすすみ出でる。

「バスケ部ぶのみんなには、あやまりに行いったんです。でも、ゆるしてくれなかった。だから、みんながバスケ部ぶにもどってこないなら、わたしが辞やめます。もう、その覚かく悟ごはできています。

　ただ、今こん度どの試し合あいは、わたしがバスケをはじめるきっかけを作つくってくれた人ひとがいるチームが相あい手てなんです。だからどうしても試し合あいをやりたくて……。」

「辞やめるのは今いまじゃなくてもいいじゃないか。それに、試し合あいなら、バスケ部ぶの中なかが落おち着ついてからでもできるんじゃないか。」

「それが、その人ひと、もうすぐ北ほっ海かい道どうに引ひっ越こしちゃうんです。わたしが小しょう学がく生せいだったころ、その人ひとが駐ちゅう車しゃ場じょうでバスケの練れん習しゅうしているところを見みて、あこがれて……。だけど、うちは父ちちはいなくて母ははが働はたらいていて、お金かねがないからムリだって、あきらめようとしたんです。

　そうしたら、中ちゅう学がくに入にゅう学がくしたときにその人ひとがバスケットシューズをプレゼントしてくれて、それがきっかけでわたしはバスケ部ぶに入はいったんです。で、いつかぜったい試し合あいやろうねって約やく束そくしてて……。」

　ヤヤコは一いっ気きに言いうと、声こえをつまらせた。あたしも思おもわず胸むねがしめつけられる。ヤヤコ、そうだったんだね……。

「そういうことなら、やればいい。恩おん返がえしのつもりでなっ。」

　先せん生せいはそう言いって、ヤヤコの肩かたをたたく。ティナちゃん、アヤメちゃん、そしてあたしは顔かおを見みあわせた。責せき任にん重じゅう大だいだぁ～～!!




　金きん曜よう日びの放ほう課か後ご、あたしたち『夜よるカフェ』バスケットボールチームは、区く民みん体たい育いく館かんに集しゅう合ごうした。

　さすがに学がっ校こうの体たい育いく館かんは使つかえないので、ヤヤコは区く民みん体たい育いく館かんのコートを予よ約やくした。来らい週しゅう末まつの日にち曜よう日びに行おこなわれる試し合あいまでのあいだで、体たい育いく館かんをかりられたのは、わずか五回かい。

　そのたった五回かいの練れん習しゅうで、あたしたち初しょ心しん者しゃメンバーは、あるていどのことをできるようにならなければいけない。だから、あたしとティナちゃんとアヤメちゃんは、学がっ校こうの体たい操そう着ぎに身みを包つつみ、気き合あいを入いれてやってきた。

　たのみの綱つなのミウちゃんは集しゅう合ごう時じ間かんをすぎても、まだ来きていない。体たい操そう着ぎ姿すがたの、ド素人しろうと感かん全ぜん開かいのあたしたちを前まえに、ヤヤコは少すこし不ふ安あんそうな顔かおをしたけれど、気きをとりなおすように、一回かいせきばらいをすると、きびしい表ひょう情じょうを見みせる。

「まずはみんなの実じつ力りょくを知しりたいから、ドリブル、パス、シュートをひととおり見みせてもらうよ。ボールを持もって、コートの端はしに行いって。」

　ヤヤコに指し示じされたとおり、あたしたちはそれぞれボールを持もって、バスケットコートのゴール下したに行いき、合あい図ずを待まった。

「ドリブルをして、コートの反はん対たい側がわへ行いったら、そのままもどってくればいいんでしょ？　これくらいはかんたんだわ。」

　ティナちゃんはよゆうの表ひょう情じょうだ。バスケット選せん手しゅっぽくはないけれど、スタイルがいいから、すごくうまそうに見みえる。アヤメちゃんは足あしが速はやいみたいだし、この中なかではきっと、あたしがいちばんへたくそだ。置おいていかれないよう、がんばるぞ！

「よーい。」

　ヤヤコは声こえをあげ、ホイッスルを鳴ならした。あたしたち三人にんはいっせいにスタートした。

　やっとのことで、折おりかえし地ち点てんの、コートの反はん対たい側がわへつき、ふりかえると、となりにいたはずのアヤメちゃんとティナちゃんが、ず～っと後うしろにいる。

　ティナちゃんはときどきドリブルしたボールをけとばしちゃうし、アヤメちゃんはあたし以い上じょうにすすむのがおそい。え～!?　うそでしょ？

　この現げん状じょうにおどろいているのは、あたしだけじゃないみたいで、ヤヤコとリョウマ君くんは、口くちをぱっくり開あけて、コメントすらできないでいる。

　おせじにもうまいとはいえないあたしが、まさかの一着ちゃくでゴールし、そのままパス練れん習しゅうにうつった。

　アヤメちゃんは強つよいパスが来くると目めをつぶってしまうし、ティナちゃんもあたしも、遠とおくまでボールを投なげられない……。

　ドリブル、パスまで終おわったところで、ヤヤコとリョウマ君くんは顔かおを見みあわせて、「実じつ力りょくはだいたいわかったから、休きゅう憩けいにしよう。」と言いいだした。

　ティナちゃんとアヤメちゃんは、「まだつかれていないから、だいじょうぶ。」と言いったけれど、リョウマ君くんとヤヤコは「水すい分ぶんをとったほうがいいから。」と言いい、休やすむことをすすめた。

「ひさしぶりに、体からだを動うごかすと、やっぱりいいもんね～。」

　アヤメちゃんは気き持もちよさそうにのびをして、ティナちゃんと体たい育いく館かんを出でていった。二人ふたりがいなくなるのを確かく認にんすると、リョウマ君くんが小こ声ごえで、あたしとヤヤコに言いう。

「どうするよ!?　ここまでポンコツとは思おもわなかったぜ。」

「どうするって言いわれても、スカウトしたのは、先せん輩ぱいですよっ。」

　ヤヤコも小こ声ごえで答こたえる。

　不ふ満まんそうに話はなす二人ふたりのあいだに、あたしはわりこんで言いう。

「で、でも、二人ふたりとも思おもっていたよりも、やる気き満まん々まんだったじゃない。いつもなら、もっと文もん句く言いっててもおかしくないし、『まだつかれていない。』って。」

「そうなんだよな。やる気きだけはあるんだよな……。」

「やる気きだけですけどね。」

　リョウマ君くんとヤヤコは、とほうにくれた顔かおで言いう。そして、ハッと気きづいたように、リョウマ君くんがヤヤコを見みた。

「いやいや、やる気きだけがあってもしょうがねえ！　このままだと試し合あい当とう日じつ、とんでもねえことになるぞ。小こ林ばやし、おまえ今いまは『みんなが助たすけてくれてるから。』ってえんりょしてるかもしんねえけど、もう、えんりょはいらねえ！　いつもどおり、〝小こ林ばやし流りゅう〟で行いけ！」

　リョウマ君くんに言いわれ、ヤヤコはいきごむ。

「わかりました！　ハナビ、あんたも覚かく悟ごしときなさいよ。」

「う、うん……。」

　あたしが、情なさけない声こえで答こたえたところに、ティナちゃんとアヤメちゃんが帰かえってきた。ティナちゃんはもどってくるなり、

「お待またせ～。さ、次つぎはなにをやればいいの？」

　清すが々すがしい顔かおで言いった。ヤヤコは目めをギラッと光ひからせ、

「じゃあ、基き本ほんから行いくよっ。」

　ゆっくりと、立たち上あがった。頭あたまの中なかで、後こう半はん戦せん開かい始しのゴングが鳴なりひびいた。それからというもの、基き礎そ練れん習しゅうは、ヤヤコのどなり声ごえの嵐あらしとなった。

「ティナ～！　だれも取とれない場ば所しょにパスしてどうすんの！」「アヤメ先せん輩ぱい！　目めを開あけないとボールは取とれない！」「ハナビ、なんだよ、そのへっぴりごしは!?」「まじめにやってんの!?」と、ヤヤコは水みずを得えた魚さかなのように、生いき生いきとあたしたちをどなりつける。

　けれど、ティナちゃんとアヤメちゃんも負まけてはいない。

「ちょっと！　なにどなってんのよっ。だいたい、あんたの教おしえ方かたがわかりにくいのよ！　もっと、まともな見み本ほんを見みせなさいよ！」

　ティナちゃんが言いいかえし、アヤメちゃんも言いいはる。

「初しょ心しん者しゃ相あい手てに、なに、ムキになってんの。あんたのパスが強つよすぎて、取とれないの！」

　ヤヤコはそのつど、ホイッスルを鳴ならして対たい抗こうする。

「『取とれない』じゃないよっ、『取とる』んだよ！　だいたいね、あんたたちは〝初しょ心しん者しゃ〟以い下かの〝ポンコツ〟！　ムダ口ぐちたたいてないで、練れん習しゅうしろ！」

　うう……。ポンコツとはよく言いったもんだよね。

　ちょっと走はしっただけで、こんなに息いきがあがっちゃうんなんて。

　あたしがぜぇぜぇと苦くるしそうにしていると、ヤヤコがキッとにらんでくる。ほんと、こわいよぉ～。

　そのとき、遅ち刻こくしていたミウちゃんが、体たい育いく館かんに入はいってきた。いちばん入いり口ぐちに近ちかかったあたしは、すぐに声こえをかけた。

「ミウちゃん！　来きてくれて、よかった。」

　あいかわらず、返へん事じはないけれど、ミウちゃんはバックパックからバスケットシューズとボールを取とり出だし、ストレッチをはじめた。ケンカを続つづける三人にんを残のこして、リョウマ君くんもミウちゃんのところへやってくる。

「こっちは初しょ心しん者しゃ軍ぐん団だんで特とっ訓くん中ちゅうだから、あいてるゴールを使つかって、てきとうに練れん習しゅうしていてくれ。」

　リョウマ君くんが声こえをかけると、ミウちゃんがストレッチをしながらコートを見みわたした。そして、体からだをじっくりほぐし終おえてから、立たち上あがった。

　ボールを手てに取とり、ひさしぶりにふれるボールの感かん触しょくを確たしかめるように、ゆっくりとドリブルをはじめる。

　時ときには速はやく、左ひだりに右みぎにと、ボールをついている。まるでボールが手てに吸すいついていくような、スムーズなドリブルに、目めをうばわれる。いつのまにか、ヤヤコたちも言いい争あらそいをやめ、ミウちゃんに注ちゅう目もくしていた。

　ミウちゃんは、急きゅうにバンッとゆかにボールをたたきつけてバウンドさせると、高たかくあがったボールを、すばやくジャンプして、キャッチする。

　着ちゃく地ちすると同どう時じに、コートをすべるような速はやさでドリブル。ゴールの手て前まえまで来くると、タタッとリズムよくステップをふんでジャンプし、レイアップシュートをはなった。ボールはシュッとキレイな音おとを立たてて、ゴールリングをぬけ落おちる。

「すっごーーーい！」

　あたしはびっくりして、声こえをあげた。みんなからも歓かん声せいと拍はく手しゅが起おこる。

「さすがミウ！　おまえこそ、希き望ぼうの光ひかりっ！」

　目めをかがやかせ、リョウマ君くんがミウちゃんにかけよる。ヤヤコも追おいかけ、

「これで、試し合あいができるっ！　来きてくれて、ありがとー！」

と、大おお声ごえで言いった。二人ふたりの熱ねつ烈れつな歓かん迎げいっぷりに、ミウちゃんはめんどくさそうな顔かおをする。けれど、少すこし照てれているみたいで、顔かおをそむけてシュート練れん習しゅうを続つづけた。




「きょ、きょうは……。おつかれさまでした。」

　練れん習しゅうの終おわりに、ヤヤコはげっそりした顔かおで言いった。体たい力りょく的てきにではなく、精せい神しん的てきにつかれたような顔かおだ。

　つかれはてているあたしたちの前まえをとおりすぎ、リョウマ君くんは、コートに残のこってシュート練れん習しゅうをしているミウちゃんに声こえをかけた。

「なあ、ミウ。まだ、時じ間かんがあるし、〝ワンオンワン（一対たい一）〟やろうぜ。」

　ことわるかなと思おもったけれど、ミウちゃんは持もっていたボールをリョウマ君くんにパスした。

「お先さきに、どうぞ。」

　ミウちゃんはぼそっと答こたえて、こしを低ひくくし、ディフェンスの体たい勢せいをとる。リョウマ君くんは軽かるくドリブルをし、

「う～し。本ほん気きで行いくから、おまえも本ほん気きで来こいよ。」

　ニヤッと笑わらった。ミウちゃん[image: ]バーサスリョウマ君くんのゲームがはじまった。

　あたしたちのバスケはなんだったんだ、と思おもうくらい、二人ふたりともうまくて、カッコいい。

　さすが、リョウマ君くんは背せが高たかく、年とし上うえで男おとこの子こだから、ジャンプ力りょくやシュート力りょくでもミウちゃんを上うわまわっている。けれど、ミウちゃんもすばやさや、ロングシュートを生いかしたプレーでは、負まけていない。

　はげしいぶつかり合あいだけど、二人ふたりとも楽たのしそうにゲームをしている。体たい育いく館かんが使つかえるギリギリの時じ間かんまで二人ふたりはゲームを続つづけ、ほぼ五ご分ぶ五ご分ぶの結けっ果かで終おわった。

「おまえ、うまいな～。まいった！　また明日あしたもやろうぜ。」

　リョウマ君くんがミウちゃんに声こえをかけたけれど、ミウちゃんはだまったまま、ひとりで帰かえってしまった。

　あいかわらず愛あい想そはないけれど、そんなことはふきとぶくらい、帰かえり道みちは、ミウちゃんのプレーのうまさの話はなしで持もちきりだった。




　翌よく日じつ、二回かい目めの練れん習しゅうのときも、ヤヤコとティナちゃん、アヤメちゃんの怒ど声せいが飛とびかった。ミウちゃんも、あたしたち三人にんのポンコツぶりにはおどろいたみたいで、ときおり手てを止とめて、遠とおくから、あたしたち三人にんの基き礎そ練れん習しゅうを見みていた。

　ティナちゃんとアヤメちゃんが、トイレに行いっているあいだ、

「アヤメが、目めをとじちゃうのはどうすればいいんだ？　なあ、ミウ、なにかいいアイディアねえかな？」

　リョウマ君くんがミウちゃんに聞きいた。すると、ミウちゃんがボソボソと答こたえる。

「目めに、セロハンテープでもはっときゃいいじゃん。」

「あ、なるほどね、それは名めい案あんだ──って、おい！　できねーよ！　アヤメに殺ころされる。」

　リョウマ君くんがノリツッコミを入いれると、ミウちゃんは口くちもとをほころばせて答こたえる。

「ボールになれるしかないよ。」

「やっぱ、それしかねえか。なあ、それ、ミウがやってくれねえか？　おまえのちょー速はやくて重おもいパスを受うけてたら、どんなパスでも取とれるようになると思おもうんだ。中ちゅう途と半はん端ぱにならすより、最さい速そくのものに今いまからなれといたほうが、いい練れん習しゅうになるんじゃねえかな。」

「ええっ？　めんどくさ。」

「そこをなんとかっ！」

　リョウマ君くんが手てを合あわせてお願ねがいする。ミウちゃんはしばらくだまっていたけれど、

「わかった。やる。」

　ぼそっと言いった。

　よろこぶリョウマ君くんやヤヤコとは反はん対たいに、大たい変へんなのは、パス練れん習しゅうでミウちゃんとペアをくまされたアヤメちゃんだった。

　かべの前まえに立たったアヤメちゃんに、ミウちゃんは容よう赦しゃなく、強きょう烈れつなパスをくり出だした。

「よけるな！」「目めを開あける！」「言いいわけ、するな！」と、どなり声ごえがひびきわたる。

　となりで聞きいているあたしまで、ふるえ上あがる迫はく力りょくだけど、吹すい奏そう楽がく部ぶできたえられたアヤメちゃんは、強つよかった。

　最さい初しょはにげまわっていたけれど、とちゅうから、「くやしい！」「なんで取とれないの！」「コンチクショー！」とボールに飛とびつくようになった。

「女じょ子しってすげぇな。」

　言いいだしっぺのリョウマ君くんは、静しずかに感かん心しんしていた。




　四回かい目めの練れん習しゅうに入はいると、そろそろ試し合あい形けい式しきになれたほうがいい、ということで、三対たい三にわかれての試し合あいをした。まあ、〝試し合あい〟とよんでいいのかどうか……。

　ティナちゃん、ミウちゃん、ヤヤコのチーム対たい、あたし、アヤメちゃん、リョウマ君くんの三人にんチームだ。

　試し合あいがはじまる前まえから、ティナちゃんとヤヤコのあいだには、ピリッとした空くう気きがただよっていたけれど、ここでもやっぱり、ヤヤコのどなり声ごえがひびく。

「そんな遠とおくから、シュートすんな!!」

　ティナちゃんが、スリーポイントラインの外そとがわからシュートをはなったあとだった。

「だって、ディフェンスがだれも止とめにこないから、行いける、と思おもって。」

「あんたの実じつ力りょくじゃ入はいらないって、みんな知しっているから止とめないだけよ！」

「はあ？　やってみないとわかんないじゃない。それと、このさいだから、はっきり言いわせてもらうけど、ヤヤコのその命めい令れい口く調ちょう、どうにかなんないの!?」

「はじまったぞ～。」
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　リョウマ君くんがあきれた顔かおで言いう。となりにいたミウちゃんは、

「めんどくさっ。」

　ダルそうに、持もっていたボールでドリブルをしはじめた。

「あんたのそういう、上うえから目め線せんの命めい令れい口く調ちょうのせいで、バスケ部ぶのみんながやる気きなくしたんじゃないの？」

「はあ？　人ひとのせいにするひまがあったら、もっと練れん習しゅうしろよ！　って、あ～、もうっ！　ダムダムうるさい！　ミウちゃんも、さっきから個こ人じんプレーが多おおすぎっ！」

　イライラしたヤヤコは、今こん度どはミウちゃんにもほこさきを向むけた。

「はっ？」

　ミウちゃんがピクッとまゆを上あげた。ヤヤコは続つづける。

「ミウちゃんにパスわたすと、いちどもボールが返かえってこない！」

「わたしが入いれたほうが、確かく実じつだし早はやい。」

　とうぜんのことのようにミウちゃんが答こたえる。ティナちゃんはムッとした顔かおをして、ヤヤコのとなりに立たち、

「そういう問もん題だいじゃないわよ！　バスケはチームでやるもんでしょ!?」

　ごもっともらしい文もん句くを言いった。ミウちゃんはため息いきまじりに言いいかえす。

「ポンコツが〝バスケ〟、語かたんなよっ。」

「あの～。練れん習しゅう時じ間かん、終おわっちゃうよ。」

　おそるおそる言いってみたけれど、三人にんには太た刀ち打うちできず、結けっ局きょく、言いい争あらそいは終おわらないまま、練れん習しゅう終しゅう了りょう時じ間かんをむかえてしまった。

　更こう衣い室しつで着きがえていると、ふいにミウちゃんがプッとふき出だす。そしてそのままおかしそうに笑わらいだした。

「ちょっと～、なにひとりで笑わらってんのよ。」

　ティナちゃんが非ひ難なんがましく声こえをかける。

「だって～、こんなの、はじめてだから。」

「ポンコツの集あつまりって言いいたいわけ？」

　アヤメちゃんがつめよる。

「そうじゃなくってさ、こんなふうに、みんな言いいたいことを言いい合あって、そういうのって、なんかおかしいなって……。」

「そんなの、べつにふつうでしょ。」

　ヤヤコが不ふ満まんそうに言いう。ミウちゃんはようやく笑わらうのをやめて、話はなしだす。

「わたし、母はは親おやが学がっ校こうの先せん生せいで、優ゆう等とう生せいでいろとか、みんなの手て本ほんとなれとかって、ずっとうるさく言いわれてた。あれするな、これするな、ああしろ、こうしろって。

　いじめられたり、のけ者ものにされたりしても、いい子こでいなきゃと思おもうとだれにもなにも言いえなかった……。どうせだれもわかってくれないからって、口くちもきかなくなった。でも、こんなに言いいたいこと言いえるって、いいなって……。」

「あっ、ミウちゃん。あたしもそう。前まえは、あたしもなにも言いえなかったよ。小こ林ばやしさんにいじめられてても……。」

　あたしは大おおきくうなずきながら言いう。

「今いま、それ、言いうの？」

　ムッとして、ヤヤコがすごむ。

「まあ、今いまはとにかく、みんな、がんばろうよ！　ヤヤコの恩おん返がえし、みんなで手て伝つだうんだからさ。」

　ティナちゃんが言いい、ガッツポーズをする。

　あたしはなによりもミウちゃんの変へん化かがうれしくて、もしかしたら、万まんが一いちにもすごいチームになるかもしれないって希き望ぼうを持もつ。そうだっ！　ミサンガだ！　おそろいのミサンガを作つくろう！

　家いえに帰かえると、クラフト道どう具ぐが入はいったカゴを引ひっぱり出だした。中なかから、いろんな色いろの刺し繡しゅう糸いとを取とり出だして、ミサンガを編あみはじめる。

　明日あしたの土ど曜よう日びが最さい後ごの練れん習しゅうで、明後日あさってはいよいよ試し合あい当とう日じつだ。百点てん差さをつけられて負まけたらどうしよう。ヤヤコに恥はじをかかせたら、どうしよう。

　いろいろ不ふ安あんはあるけれど、なんとかみんなでいっしょに、せいいっぱい試し合あいをしたい。

　そんな願ねがいをこめて、あたしは眠ねむ気けの限げん界かいをむかえるまでに、六本ぽんのミサンガを編あみあげ、深ふかいねむりに落おっこちた。





11　夜よるカフェーズ







　土ど曜よう日び、最さい後ごとなる五回かい目めの練れん習しゅうが終おわった。明日あしたは試し合あい当とう日じつにもかかわらず、ポンコツ三人にん組ぐみは、リョウマ君くんとヤヤコの苦く労ろうもむなしく、あいかわらずのへたくそっぷり。

　だけど、ミウちゃんにはあきらかに変へん化かが見みられた。いつもは体たい育いく館かんの端はしで、ひとりで勝かっ手てに準じゅん備び運うん動どうをしていたけれど、きょうはみんなといっしょに準じゅん備び運うん動どうをした。

　それに、練れん習しゅう中ちゅうはものすごい集しゅう中ちゅう力りょくで、ドリブルやパスなど、すべての動うごきが一段だんも二段だんもギアを上あげたように速はやくなった。

「パス！」とか、「シュート！」とか、声こえをよく出だすようにもなり、その緊きん張ちょう感かんと集しゅう中ちゅう力りょくが、チーム全ぜん体たいに広ひろがっていた。それだけが、希き望ぼうといえば希き望ぼうだ。

　夕ゆう方がたの五時じに練れん習しゅうを終おえて、体たい育いく館かんの外そとへ出でると、カレンちゃんから『みんなで「三さん丁ちょう目めカフェ」に来きて～！』と、ＬＩＮＥラインが入はいっていた。

　さっさとひとりで帰かえろうとしたミウちゃんを引ひき止とめて『三さん丁ちょう目めカフェ』へ帰かえると、

「練れん習しゅう、おつかれさま～！」

　カレンちゃんとナナミちゃんと、それから愛あい子こさんが、あたしたちを出でむかえた。

　カフェの中なかには、おいしそうなカレーのにおいが立たちこめている。カレンちゃんがキッチンから、

「明日あしたの試し合あいに願がんかけして、〝カツカレー〟だよ～。」

と言いって、あげたてのトンカツを見みせる。

「やった～～～！」

　バスケメンバーみんなが、いっせいに歓かん声せいをあげた。ヤヤコやミウちゃんまでも、うれしそうに目めをかがやかせている。

　むさぼるようにカツカレーを食たべ、お腹なかをひとまず満みたしたあとは、バスケの話はなしで持もちきりだった。

「目めをはなすとすぐ、みんなでケンカしてんだよ。練れん習しゅう時じ間かんよりケンカしてる時じ間かんのほうが、圧あっ倒とう的てきに長ながかったよな。」

　リョウマ君くんが言いうと、となりにいるミウちゃんがうなずく。

「言いえてる。」

「だって、ミウちゃんもヤヤコも口くちうるさいんだもの。」

　ティナちゃんがすぐに言いいかえし、ミウちゃんも答こたえる。

「そっちがポンコツすぎるんだよ。」

「はあ？」

「ほら、はじまったぞ～。」

　リョウマ君くんはカツを口くちに入いれた。カレンちゃんはあたしたちの顔かおを見みまわして、うらやましそうに言いう。

「いいな～。バスケメンバー、すっごく仲なかよくなってる～。ずる～い！」

「どこがっ!?」

　ティナちゃんとミウちゃんの声こえがかさなった。

　愛あい子こさんはミウちゃんとみんなが、あーだこーだと言いい合あう姿すがたをうれしそうに見みている。

　さんざん言いい合あい、大おお笑わらいしたあと、チーム名めいの話はなしになった。いろいろアイディアは出でるなか、最さい後ごは、ミウちゃんがぼそっとつぶやいた『夜よるカフェーズ』にきまった。

　帰かえりぎわ、あたしは作つくったばかりのミサンガを、メンバーにわたした。

「おっ、やるわね、ハナビ！　燃もえてきた！」

　ティナちゃんがミサンガを右みぎ手てにつけ、声こえをあげる。

「よし、じゃあ、円えん陣じんだっ！」

　リョウマ君くんが言いい、みんなで輪わになり、つけたばかりのミサンガをかさね合あわせる。

「行いくぜ、『夜よるカフェーズ』！」

「オオーッ！」

　みんなの声こえがひとつになり、カフェの中なかにひびきわたった。




　そして、むかえた試し合あい当とう日じつ。あたしたちは開かい始し時じ間かんの二時じ間かん前まえに、会かい場じょうである区く民みん体たい育いく館かんの前まえに集しゅう合ごうした。更こう衣い室しつで着きがえるとき、ヤヤコはあたしたちに〝ビブス〟といわれる赤あか色いろのゼッケンをくばった。あたしのは、背せ番ばん号ごう７。

　バスケットコートへ移い動どうすると、中なかの景け色しきがガラッと変かわっていた。コートのまわりには、両りょうチームが使つかうベンチや得とく点てん板ばんが置おかれ、まんなかには審しん判ぱん席せきが用よう意いされている。

　あたしたち『夜よるカフェーズ』よりも先さきに、相あい手てチームがベンチに入はいっていた。

〝ママさんバスケット〟っていうから、勝かっ手てにゆるいイメージを持もっていたけれど、そのたたずまい、ふんいきからしてわかる。この人ひとたち、強つよそうだって……。

　ヤヤコがママさんチームにかけよった。すると、その中なかのひとり、ショートカットの人ひとが、ヤヤコに手てをふった。あの人ひとが、ヤヤコがお世せ話わになった人ひとなんだ……。

　ヤヤコはうれしそうになにかを話はなし、その人ひとも笑え顔がおで答こたえ、二人ふたりは握あく手しゅをかわした。あんなにくだけた表ひょう情じょうのヤヤコは、はじめて見みた。

　そして、ヤヤコはふりかえって、あたしたちに手て招まねきをした。みんなで、相あい手てチームのベンチへ行いくと、

「きょう、試し合あいをしてくれる『サンライズ』チームのみなさん。それから、わたしがお世せ話わになってる広ひろ瀬せさん。」

　ヤヤコが紹しょう介かいする。

「よろしくお願ねがいします！」

　あたしたちは、おじぎをする。広ひろ瀬せさんはにっこり笑わらい、手てを差さし出だした。

「いい試し合あいにしようねっ！」

「はいっ。」

　あたしは広ひろ瀬せさんの手てを、ぎゅっとにぎりかえす。ほかのメンバーの人ひとたちとも、順じゅん番ばんに握あく手しゅをかわした。

　準じゅん備び運うん動どうをしっかりして、体からだをあたためるために、コートの半はん分ぶんを使つかって、軽かるいパス練れん習しゅうやシュート練れん習しゅうをする。

　開かい始し二十分ぷん前まえになると、二階かいの応おう援えん席せきに人ひとがぞろぞろと入はいってきた。知しった顔かおは少すくないから、ほとんどが『サンライズ』チームの応おう援えんだろう。

　客きゃく席せきを見みていたヤヤコが、バスケ部ぶの顧こ問もんの先せん生せいが来きているのに気きがついた。そして、そのとなりには、美み和わと、数すう人にんのバスケ部ぶ員いんの姿すがたも見みえる。

「…………」

　ヤヤコは顧こ問もんの先せん生せいにだけ、ペコッとおじぎをして、ベンチへもどってきた。

　練れん習しゅう時じ間かんが終おわり、試し合あい直ちょく前ぜんの作さく戦せんタイムで、リョウマ君くんは、

「さっきの練れん習しゅうで、こっちのポンコツっぷりは向むこうのチームにも観かん客きゃくにも伝つたわった。だからありのままに、楽たのしんでこい！」

と言いい、あたしたちをコートへ送おくり出だした。

　応おう援えんに来きているカレンちゃんとナナミちゃんも、ベンチに入はいって声こえをあげる。

「『夜よるカフェーズ』がんばれ！」

　両りょうチームの代だい表ひょうがひとりずつセンターサークルの中ちゅう心しんに立たつ。『夜よるカフェーズ』代だい表ひょうはいちばん背せの高たかいアヤメちゃんだ。

　あたしたちは、試し合あい開かい始しの合あい図ずを待まった。心しん臓ぞうがバクバクと脈みゃくを打うっている。

　バスケットの試し合あい時じ間かんは、中ちゅう学がく生せいの場ば合あい、一クォーター八分ぷんの試し合あいを四回かい、つまりぜんぶで三十二分ふん間かんだ。深ふかく呼こ吸きゅうをした瞬しゅん間かん、開かい始しのホイッスルが鳴なりひびいた。

　審しん判ぱんが上うえに投なげたボールに向むかって、アヤメちゃんと相あい手てチームの人ひとがジャンプする。ボールに先さきにふれたのは相あい手てチームの人ひとで、はじいたボールはそのまま、広ひろ瀬せさんがキャッチした。すぐに相あい手てチームが攻こう撃げきをしかけてくる。

　あたしたちがいそいでディフェンスにもどろうとしたとき、広ひろ瀬せさんがついていたドリブルのボールを、ヤヤコがサッとうばった。そしてすぐに、相あい手てゴールへ向むかって走はしりだしていたミウちゃんにパスを出だす。

　受うけとったミウちゃんは、相あい手てが守まもるゴールまで一いっ気きに攻せめこんだ。

　相あい手てチームの人ひとがとっさに前まえに立たちはだかるが、ミウちゃんはすごい速はやさで、右みぎ手てのドリブルを左ひだり手てに切きりかえ、そのままゴールへ突とっ進しんし、ジャンプをしてシュートをきめた。

　あっというまのできごとで、会かい場じょうは一いっ瞬しゅん静しずまりかえったけれど、すぐに『オオッ！』と、どよめきのような歓かん声せいがあがった。

「ミウちゃん、小こ林ばやしさん！　すごい！　すごい！」

　あたしも歓かん声せいをあげる。ヤヤコはうかれるあたしたちに、

「よろこんでないで、すぐ、ディフェンス！　切きりかえ！」

と、どなった。そのとおり、うかれていられたのは、最さい初しょだけだった。

　相あい手てチームは、それから、とことんあたしたちポンコツ組ぐみをねらって攻こう撃げきをしかけてくるようになり、あたしたちはファウルをする回かい数すうが増ふえた。

　相あい手てのシュート中ちゅうにファウルを取とられると、相あい手てにフリースローがあたえられ、さらに得とく点てんされてしまう。そしてとうとう、四十六点てんという大たい量りょう点てんを入いれられてしまった。

　ヤヤコとミウちゃんに対たいしては、ガードがかたくなり、二人ふたりのあいだでパスがとおらず、ボールをうばわれることが多おおくなった。

　そんなヤヤコたちに向むかって、ティナちゃんは、

「なに、かんたんに取とられてんのよ！」

と、げきを飛とばす。

「はあ？　ガードが増ふえたんだから、しょうがないでしょ！」

　ヤヤコはすぐに言いいかえし、応おう援えん席せきをチラッと見みた。美み和わたちがうすら笑わらいをうかべてこちらを見みているのに、あたしも気きづいた。ヤヤコは小ちいさく舌した打うちをすると、

「文もん句くばっか言いってないで、少すこしはまともに働はたらけっ。」

　ティナちゃんをギロッとにらんで、自じ分ぶんのポジションにもどっていく。

　美み和わのうす笑わらいに奮ふん起きしたのか、ヤヤコはミウちゃんをアイコンタクトで動うごかし、相あい手てのすきをねらいながら、二十点てんをうばいとり、第だい一クォーターを終おえた。

　ベンチにもどり、水みずを飲のむ。しゃべることもできないほど、息いきがあがっている。

「やっぱりすごいよ、小こ林ばやしさんは。吉よし本もとさんたちだって、改あらためてびっくりしてるんじゃないかなあ。小こ林ばやしさんの実じつ力りょくに。ざまあみろ、だよね。」

　あたしが言いうと、ヤヤコはふっと笑えみをもらした。

「ふっ、あんたにほめてもらうなんて……。」

「ほんとよ、おせじじゃないから。」

「あんたにおせじは言いえないよ。それどころか、あんたのこと、さんざんいじめたわたしを、はげましてる……。」

　ヤヤコはまた小ちいさく笑わらうと、急きゅうに姿し勢せいを正ただして、みんなに言いった。

「やってやろうじゃない！　得とく点てんはわたしとミウちゃんでかせぐから、ポンコツ軍ぐん団だんは走はしりまわって、声こえを出だせ！　見みてろよっ。」

　ベンチにすわっていたアヤメちゃんが目めをギラギラさせて、立たち上あがる。

「まかしといて！」

「そうよ、おばさん相あい手てに負まけてらんないわっ！」

　ティナちゃんも気き合あいを入いれた。あたしもすぐに声こえをあげる。

「ポンコツの底そこ力ぢからを見みせつけてやるっ。」

　第だい二クォーター開かい始しを告つげるホイッスルが鳴なり、あたしたちはコートへもどった。

　とにかく動うごく。走はしり負まけしない。声こえを出だす。やることがシンプルになったぶん、動うごきやすくなってきた。

　ヤヤコは今いままで以い上じょうに気き合あいを入いれて、「走はしれ、ポンコツ！」「打うてっ！」と、怒ど号ごうを飛とばす。あたしたちポンコツ軍ぐん団だんは必ひっ死しに走はしりまわる。

　けれど、やる気きがあっても実じつ力りょくがともなわないのが、あたしたちだ。言いわれるままに、真しん剣けんに走はしりまわるけれど、相あい手てにはそれがちゃんと〝ムダな動うごき〟とわかるみたいで、だれもついて走はしる人ひとはいない。

　空からまわりするように走はしりつづけるあたしたちは、相あい手てをつかれさせるどころか、自じ分ぶんたちがむしろ勝かっ手てにつかれてしまった。

　ミウちゃんやヤヤコへの鉄てっ壁ぺきのようなガードもさらに精せい度どを増まし、この第だい二クォーターではあまり追つい加か点てんを取とることはできず、七十三対たい三十で終おえた。

　ハーフタイムの休きゅう憩けい時じ間かんが終おわり、コートへもどろうとしたとき、

「あっ、それとハナビ。」

　ヤヤコが声こえをかけてきた。

「なに？」

「ヤヤコで、いいよ。」

「え？」

「よび方かた。〝小こ林ばやしさん〟じゃ、よびづらいでしょ。」

　ヤヤコは背せ中なかを向むけ、先さきにコートへもどっていった。

「……うん、わかった。」

　あたしは笑え顔がおで答こたえた。

　それから、第だい三クォーター、第だい四クォーターでも、『夜よるカフェーズ』は、みんな必ひっ死しに動うごきまわり、声こえをかけ合あった。

　やる気きと元げん気きでは負まけない『夜よるカフェーズ』だったけれど、得とく点てん差さは開ひらくばかりだ。

　そして、第だい四クォーターも残のこすところ二分ふんとなったとき、ヤヤコがはなったロングパスを追おいかけているミウちゃんの足あしに、異い変へんが起おきた。

　走はしっている最さい中ちゅう、ガクッと力ちからが入はいらなくなり、ミウちゃんはそのままころんでしまった。

　リョウマ君くんが〝タイムアウト〟を取とり、全ぜん員いんでベンチへもどる。

「だいじょうぶ、ケガはしてないから、このまま出でられる。」

　足あしをコールドスプレーで冷ひやしながら、ミウちゃんが言いった。そんなミウちゃんに、ナナミちゃんがドリンクのボトルをわたし、カレンちゃんはタオルであおいで、風かぜを送おくる。

　ミウちゃんの足あしの具ぐ合あいを見みていたリョウマ君くんが言いう。

「まあたしかに、ケガではないし、つかれの限げん界かいだろうな。あれだけガードをされてるなかで、あんなに動うごきゃしかたないな。それに、ミウはブランクもあるからな。」

「でも……、最さい後ごまでやるから……。」

　ミウちゃんはくやしそうにくちびるをかむと、自じ分ぶんの足あしをグーでたたいた。あたしはティナちゃんとアヤメちゃんを見みる。

「あたしたちも、ポンコツ軍ぐん団だんの意い地じ、見みせないとだねっ。」

　立たち上あがって、ミサンガをつけている右みぎ手て首くびを、左ひだり手てでにぎりしめた。アヤメちゃんも立たち上あがって、みんなに声こえをかけた。

「そうね。吹すい奏そう楽がく部ぶ根こん性じょう、見みせてやろうじゃない。ねえ、みんなで円えん陣じん、くもう。」

「うん！」

　あたしはすぐに右みぎ手てを出だして答こたえる。

「わたしだって、きょうは一回かいもシュートきめてないから。ぜったいにきめるから。」

　ティナちゃんが、自じ分ぶんのミサンガとあたしのミサンガをかさねるように、手てを出だした。ミウちゃんが笑わらいながら、同おなじようにミサンガをかさねる。

「きょうはっていうか、シュート、入はいったことないじゃん。」

「あと二分ふん。ぶったおれるまで、走はしりきるっ！」

　最さい後ごにヤヤコとアヤメちゃん、リョウマ君くんやカレンちゃんたちも、みんなで手てをかさね、ヤヤコが声こえをあげた。

「『夜よるカフェーズ』ファイト！」

「オオッ！」

　あたしたちは右みぎうでを天てん高たかく上あげた。

　ブザーが鳴なり、相あい手てチームがスローインをしたところから、二分ふん。タイマーのカウントダウンが動うごきだした。たしかに、みんな、つかれている。思おもうように動うごけない。

「ほら、みんな、ファイト！」

　ミウちゃんが声こえをかける。見みると、ミウちゃんは痛いためた足あしをかばいながらも、だれよりも走はしっている。すごい！

「みんなも、ミウちゃんに続つづこう！」

　あたしは言いった。

「オオッ！」

　声こえだけは元げん気きいっぱいだけれど、もちろんこの得とく点てん差さで勝かてるわけがない。だけど、気き持もちだけは、ぜったいに負まけないっ！

　まずは相あい手てチームのボールを取とらなきゃ。そうしたら、あたしたちにシュートの機き会かいがやってくる。まずはチャンスを作つくるんだ！

　あたしは目めの前まえの相あい手てと、ボールを持もっている広ひろ瀬せさんに集しゅう中ちゅうした。広ひろ瀬せさんがちらっと、あたしたちがいる右みぎ側がわを見みたあと、ドリブルをしてヤヤコをぬこうとする。

　その瞬しゅん間かん、「パスをする！」、そう感かんじた。広ひろ瀬せさんは予よ想そうどおり、ドリブルを止とめて、あたしの前まえにいる選せん手しゅにパスを出だした。

　それを見みたあたしは、すぐに前まえに飛とび出だし、飛とんでくるボールをはじいてバウンドさせた。頭あたまで考かんがえるよりも先さきに、あたしはボールを追おって走はしりだした。けれど、ボールはコートのラインをわって、外そとへ飛とび出だしていく。ぜったいに、取とるっ！

　ラインの手て前まえでジャンプしたあたしは、手てをのばし、ボールにふれた。そのとき、「ハナビ！」と、あたしをよぶ声こえが聞きこえた。

　声こえがしたほうへ向むかって、ボールをもう一いち度どはじきとばす。あの声こえは……。

「ヤヤコっ！」

　ヤヤコはあたしが飛とばしたボールを、しっかりキャッチする。それを見みとどけながら、あたしはゆかにたおれこんだ。体からだに激げき痛つうがかけぬける。けれど、すぐに体からだを起おこして、ボールを目めで追おった。残のこり時じ間かん、二十秒びょう！

　ヤヤコはドリブルで広ひろ瀬せさんをぬき、パスを出だした。

「ミウっ！」

　ボールを受うけとったミウちゃんは、すぐにシュートの体たい勢せいに入はいる。きまった！　と思おもったけれど、ミウちゃんがロングシュートをはなった瞬しゅん間かん、足あしがへなった。ミウちゃんは痛いたみに顔かおをゆがめる。

　ボールはゴールのリングをはずれ、バックボードにはねかえる。

「ティナ！　リバウンド！」

　ミウちゃんが、ティナちゃんに向むかってさけんだ。ゴール下したで相あい手てのディフェンスとせりあっているティナちゃんが答こたえる。

「わかった！」

　ボールを目めで追おいながら、ティナちゃんは思おもいっきりかがむと、足あしに力ちからをこめて飛とび上あがる。相あい手てより高たかく飛とんだティナちゃんは、そのままボールをうばいとった。

　けれど、すぐにディフェンス二人ふたりにかこまれ、身み動うごきが取とれなくなった。残のこり、七秒びょう。そのとき、フリーになったアヤメちゃんが、ティナちゃんをよんだ。

「ティナ！　こっち！」

　アヤメちゃんに気きづき、ティナちゃんがパスを出だす。

「アヤメ、シュート！」

　ミウちゃんが声こえをあげた。アヤメちゃんが思おもいっきりジャンプして、へっぴりごしでシュートをはなった。アヤメちゃんがシュートをはなったとき、残のこり時じ間かんは一秒びょうになった。

　ボールはバックボードにぶつかり、手て前まえのリングに当あたる。もういちどはね上あがったボールは、ゆっくりとネットをすりぬけ、ゆかに落おちた。

　次つぎの瞬しゅん間かん、審しん判ぱんが追つい加か点てんをジェスチャーで告つげると同どう時じに、ピーーッとホイッスルをふいて、試し合あい終しゅう了りょうとなった。

「うわあああ!!　やったー！」

　あたしはさけんで、アヤメちゃんのもとへ走はしる。ヤヤコも、ミウちゃんも、ティナちゃんも、リョウマ君くんやカレンちゃんたちも、みんながかけよった。
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「やったーーー！」

「入はいった！　入はいった!!　二点てん！　みんなで取とった！」

　みんなで肩かたをだき合あい、よろこんだ。大たい差さで負まけたのに、優ゆう勝しょうしたかのような、よろこびようだ。応おう援えんしていたカレンちゃんが泣ないている。ナナミちゃんも。

　最さい後ごに選せん手しゅだけで整せい列れつした。審しん判ぱんが試し合あい終しゅう了りょうを告つげると、二階かいの応おう援えん席せきから拍はく手しゅが起おこった。

「ヤヤコちゃん、ありがとう。いい試し合あいだった。」

　広ひろ瀬せさんがヤヤコに手てを差さし出だした。ヤヤコも笑え顔がおで答こたえる。

「広ひろ瀬せさんも、ありがとうございました。こんなに弱よわいチームなのに、本ほん気きで戦たたかってくれて、すごく楽たのしかったです。」

「いいチームね。機き会かいがあったら、いつかまたやりたいわ。」

「はい！　必かならずっ。」

　広ひろ瀬せさんとヤヤコはしっかりと握あく手しゅをかわし、あたしたちも広ひろ瀬せさん、それから相あい手てチームのほかのメンバーの人ひとたち全ぜん員いんと、握あく手しゅをかわした。

「ん？　あらら～。」

　ティナちゃんがヤヤコの顔かおをのぞきこむ。

「もしかして、ヤヤコ、泣ないてる？」

「泣ないてないっ。あせよ、あせっ！」

　ヤヤコは顔かおをそむけるけど、あたしにもヤヤコの目めから涙なみだがあふれているのがはっきり見みえた。

「わっ！　ヤヤコが泣ないてる～。」

「だから、泣ないてないってば～！」

　そうさけびながら、ヤヤコはボロボロと涙なみだをこぼした。

　泣ないているヤヤコの手てを、ティナちゃんと二人ふたりで引ひっぱって、あたしたちはみんなで審しん判ぱん席せき、相あい手てチームのベンチ、そして最さい後ごに、応おう援えん席せきに向むかってあいさつをしてまわった。

　応おう援えん席せきからは、あたしたちのあいさつに応こたえるように、拍はく手しゅを送おくってくれた。見みると、バスケ部ぶの顧こ問もんの先せん生せいが、立たち上あがって盛せい大だいな拍はく手しゅをしている。けれどそこには、バスケ部ぶのメンバーの姿すがたはなかった。

「あっ、愛あい子こさんだ！」

　あたしは、応おう援えん席せきのいちばん上うえのはじっこに立たっている愛あい子こさんに手てをふった。目めが合あうと、愛あい子こさんもみんなに手てをふりかえす。

「あれ？　愛あい子こさんのとなりにいるのって、だれ？」

　ティナちゃんが言いう。愛あい子こさんと同おない年どしくらいの女おんなの人ひとが、あたしたちを見みている。

「お母かあさん……。」

　ミウちゃんが小ちいさくつぶやいた。ミウちゃんのお母かあさんは、くしゃくしゃになったハンカチを必ひっ死しにふっている。ミウちゃんもほんの一いっ瞬しゅん、お母かあさんに手てをふりかえした。




　ベンチにもどると、リョウマ君くんとカレンちゃん、ナナミちゃんが拍はく手しゅをしてむかえてくれた。そしてもうひとり、リョウマ君くんのとなりには、美み和わが立たっていた。

　ヤヤコの目めが、すっととんがる。

「なに？　笑わらいにきたわけ？」

「まあね。動どう画がを撮とって、みんなに見みせようかと思おもって。」

「いい動どう画がが撮とれたでしょうよ。」

　ヤヤコはフンッと鼻はなを鳴ならし、ベンチに広ひろがっている荷に物もつをかたづけはじめる。美み和わは追おいかけるようにヤヤコに近ちかよる。

「前ぜん半はんはとくに最さい高こう。でも、とちゅうから撮とるの、めんどくさくなっちゃった。っていうか、なんか、感かん動どうしちゃった。」

　ヤヤコが顔かおを上あげる。

「えっ？」

「わたしも、あんな試し合あい、してみたいな～って。言いいたいことはそれだけ。」

　美み和わはそのままくるっと背せを向むけて、体たい育いく館かんを出でていった。入いれかわるように、バスケ部ぶの顧こ問もんの先せん生せいがやってきて、声こえをかけた。

「みんな、最さい高こうの試し合あいだったな！」

　先せん生せいはそう言いうと、すぐにミウちゃんに目めを向むける。

「君きみ、すごかったなあ。うちのバスケ部ぶに入はいってほしいくらいだよ！」

　先せん生せいが笑え顔がおで言いった。ミウちゃんは少すこしだまっていたけれど、ニヤッとして答こたえる。

「わたし、バスケをやるなら、このチームでやりたいんで。」

　となりで聞きいていたあたしやティナちゃんは、思おもわずミウちゃんにだきついた。ティナちゃんがニヤニヤしながら言いう。

「ちょっと～。なに、うれしいこと言いってくれてんのよ～。」

「ウザい、そういうの、アツッ苦くるしい。」

　ミウちゃんはいやそうな顔かおで、あたしたちをはらいのけようとするけれど、その手てに力ちからは入はいっていない。となりにいたアヤメちゃんが、ミウちゃんの頭あたまをくしゃくしゃしながら言いう。

「またまた～、照てれちゃって～。」

　すると、後うしろにいたヤヤコがみんなに飛とびついて、

「ミウ～！　また、みんなで試し合あいやろ～。この『夜よるカフェーズ』で！」

と、声こえをあげた。

「アツい、あんたたちって、ほんと、アツッ苦くるしい～！」

　ミウちゃんは笑わらいながら、さけんだ。
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あとがき







『夜よるカフェ』シリーズは、ついに７巻かんまでやってきました。

　ずっと読よんでくださっているみなさん、応おう援えんありがとうございます！

　ハナビやティナ、ヤマトやリョウマ、その他ほかにもさまざまに個こ性せいのちがうキャラクターが登とう場じょうして、いまや『夜よるカフェ』も、たくさんのメンバーでにぎわっています。自じ分ぶんやまわりの友ともだちと似にているな～って思おもう登とう場じょう人じん物ぶつは、いたかな？

　７巻かんでは、新しんキャラの「ミウちゃん」の登とう場じょうによって、ハナビの心こころが大おおきくゆれ動うごきます。

「こんなとき、自じ分ぶんだったらどうするかな？」なんて想そう像ぞうしながら読よんでもらえたら、うれしいな。

　そして、巻かん末まつレシピの「山さん賊ぞくおにぎり」ですが、これ、すごくおすすめです！

　いろんなおかずが入はいっているので、「次つぎはどんな味あじ？」というワクワク感かんがあって、わたしもすっかりとりこになっています。

　みなさんも、自じ分ぶんの好すきなおかずをいろいろと組くみ合あわせて、オリジナリティあふれる「山さん賊ぞくおにぎり」を、ぜひためしてみてくださいね～！

　それにしても、読どく者しゃのみなさんは、今いまどんな生せい活かつをしているのかな？

　コロナのために、学がっ校こうも以い前ぜんのようには通かよえていないかもしれない。もし、ふっと息いき抜ぬきをしたくなったら、この本ほんを開ひらいて、『夜よるカフェ』メンバーになった気き分ぶんで読よんでみてくださいね。

「自じ分ぶんの居い場ば所しょはここだな。」って、ほんの少すこしでも感かんじてもらえたら、最さい高こうです！

『倉くら橋はし燿よう子こ公こう式しきサイト』のホームページやツイッターもあるので、ぜひ遊あそびに来きてね。

　次つぎは二〇二一年ねん一月がつ発はつ売ばい予よ定ていの『夜よるカフェ』８巻かんでお会あいしましょう！

　最さい後ごに、世せ界かい中じゅうの人ひと々びとが、この試し練れんを乗のり越こえられますように──。


倉くら橋はし燿よう子こ







読者のみなさまからのお便りをお待ちしています。

下のあて先まで送ってくださいね。

いただいたお便りは、編集部から著者へおわたしいたします。

〒112-8001　東京都文京区音羽2-12-21　講談社　青い鳥文庫編集部






この作品は書き下ろしです。







装丁　大岡喜直（next door design）

　　　久住和代





著者：倉橋燿子（くらはしようこ）

　広島県生まれ。上智大学文学部卒業後、出版社に勤める。その後、フリーの編集者、コピーライターを経て、執筆活動をはじめる。おもな作品に、『パセリ伝説（全12巻）』『パセリ伝説外伝　守り石の予言』「ラ・メール星物語」シリーズ、「魔女の診療所」シリーズ、「ドジ魔女ヒアリ」シリーズ、「ポレポレ日記ダイアリー」シリーズ、『生きているだけでいい！　馬がおしえてくれたこと』『小説　聲の形（全２巻　原作・大今良時）』（いずれも講談社青い鳥文庫）、『風の天使エンジェル』（ポプラ社）などがある。





画家：たま

　岩手県出身。2009年、イラストレーターとして活動開始。初音ミクなどボーカロイドのイラストを数多く手がける。

　スマホゲーム「＃コンパス～戦闘摂理解析システム～」のマルコス'55のキャラクターデザインも手がける。





本作品は、二〇二〇年九月、小社より講談社青い鳥文庫として刊行されたものを電子書籍化したものです。





◎本電子書籍内の外部リンクに関して





ご利用の端末によっては、リンク機能が制限され正しく動作しない場合があります。また、リンク先のｗｅｂサイト、メールアドレス、電話番号は、事前のご連絡なく削除あるいは変更されることもございます。ご了承ください。







夜よるカフェ⑦




二〇二〇年一〇月一日発行

倉くら橋はし燿よう子こ

©Yôko Kurahashi 2020


発行者　渡瀬昌彦

発行所　株式会社講談社

　　　　東京都文京区音羽二‐一二‐二一

　　　　〒112-8001






◎本電子書籍は、購入者個人の閲覧の目的のためにのみ、ファイルの閲覧が許諾されています。私的利用の範囲をこえる行為は著作権法上、禁じられています。
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